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立
正
大
学
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
４
月
よ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
（
Ｖ
Ｒ
）
化
さ
れ

た
髙
村
弘
毅
学
長
が
学
生
に
向

け
て
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ョ
ン『「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
育
む
。』
を
語
る
サ
イ
ト
が

設
置
さ
れ
る
。

　

本
学
は
平
成
17
年
度
に
、
文

部
科
学
省
が
推
進
す
る
サ
イ

バ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
事
業
に

採
択
さ
れ
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

遠
隔
教
育
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し

た
授
業
や
会
議
、
Ｖ
Ｒ
シ
ス
テ

ム
を
取
り
入
れ
た
先
進
的
シ
ス

テ
ム
を
導
入
、
多
く
の
授
業
コ

ン
テ
ン
ツ
を
開
発
し
て
き
た
。

　

今
回
そ
の
事
業
の
一
環
と
し

て
、
Ｖ
Ｒ
化
し
た
大
崎
・
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
や
学
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

開
す
る
。

　

バ
ー
ド
ヴ
ュ
ー
の
キ
ャ
ン
パ

ス
や
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
学
長
室
の
様
子
（
壁
に

飾
っ
て
あ
る
髙
村
学
長
と
石
橋

湛
山
第
16
代
学
長
の
書
等
）
が

リ
ア
ル
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ
戦

 

4
月
15
日
、
日
大
と

　

東
都
大
学
野
球
春
季
リ
ー
グ

戦
が
開
幕
す
る
。
初
戦
は
４
月

15
日
、
日
本
大
学
と
の
対
戦
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
戦
国
東
都
」
と
称
さ
れ
強

豪
大
学
が
ひ
し
め
く
中
、
昨
年

の
秋
季
シ
ー
ズ
ン
は
４
位
と
奮

闘
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
一
歩

進
ん
だ
結
果
を
期
待
し
た
い
。

　

神
宮
球
場
で
の
立
正
大
学
野

球
部
の
試
合
の
入
場
料
は
、
本

学
の
学
生
は
学
生
証
を
提
示
す

れ
ば
無
料
。
ぜ
ひ
、
応
援
へ
！

 

（
関
連
記
事
14
面
）

左
腕
の
エ
ー
ス
津
田
導
投
手
（
法
４
年
） 

　
（
写
真
・
岩
瀬
孝
文
）
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学
生
の
み
な
さ
ん
へ

 
学
長　

髙
村　

弘
毅　

髙村学長

自律姿勢・感受性・教養　　
　学生時代に基礎を身に付け

的確な解決方法　的確な解決方法　
導く力を備えよう導く力を備えよう

　

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
在
学

生
の
み
な
さ
ん
、
新
し
い
季
節

が
始
ま
り
ま
し
た
。
立
正
大
学

は
、
創
立
１
３
６
年
を
迎
え
ま

す
。

　

立
正
大
学
の
建
学
の
精
神
は

「
真
実
を
求
め
、
正
義
を
尊
び
、

和
平
を
願
い
、人
類
に
尽
く
す
」

と
い
う
言
葉
に
集
約
さ
れ
ま

す
。
立
正
大
学
は
こ
の
精
神
を

21
世
紀
に
適
応
さ
せ
た
い
と
考

え
、『「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」
を
育
む
。』
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
作
り
出
し
ま
し

た
。

　

大
学
は
学
問
の
研
究
と
教
育

の
た
め
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
、「
自
己
チ
ュ
ー
」「
Ｋ

Ｙ
（
空
気
が
読
め
な
い
）」
な

ど
と
揶
揄
さ
れ
る
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
小
中
高
の
時
代
に

学
ぶ
べ
き
モ
ラ
ル
や
マ
ナ
ー
、

そ
し
て
自
律
性
と
い
う
も
の
が

不
足
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
立
正
大
学
は
そ
う

し
た
現
実
か
ら
目
を
背
け
ず

に
、
人
間
力
を
育
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
・
２
年
次
は
「
モ
ラ
ル
と

専
門
性
の
融
合
」
を
教
育
の
コ

ン
セ
プ
ト
に
教
養
教
育
の
充
実

に
力
を
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
、
そ
れ
を
基
盤
と

し
て
３
・
４
年
次
で
専
門
科
目

を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
過

程
で
深
い
教
養
と
融
合
す
る
専

門
性
が
身
に
つ
き
、「
モ
ラ
リ

テ
ィ
」
な
「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

に
育
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

自
分
を
前
向
き
に
律
す
る
姿

勢
、
人
と
喜
び
や
悲
し
み
を
共

有
す
る
感
受
性
、
大
人
と
し
て

の
深
い
教
養
、
こ
れ
ら
を
持
ち

合
わ
せ
た
人
間
の
育
成
が
本
学

の
目
指
す
も
の
で
す
。

　

学
生
時
代
に
こ
の
基
礎
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
将
来
、

困
窮
す
る
嵐
の
中
に
立
た
さ
れ

た
と
し
て
も
、
問
題
の
本
質
を

見
抜
き
、
的
確
な
解
決
方
法
を

導
き
出
せ
る
力
を
備
え
た
人
間

に
な
れ
る
の
で
す
。
現
在
の
日

本
に
必
要
な
人
材
と
は
、
そ
の

よ
う
な
力
を
持
つ
若
者
で
す
。

　

私
た
ち
教
職
員
は
、「
真
摯

に
勉
学
」
を
志
す
立
正
大
生
を

支
援
す
る
こ
と
を
お
約
束
し
ま

す
。

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
宣
言　
　

①
キ
ャ
ン
パ
ス
内
禁
煙
の
推
進（
除
・
指
定
場
所
）　

②
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ゴ
ミ
の
分
別
化　

③
禁
煙
・
飲
食
等
の
マ
ナ
ー
の
徹
底

学
長
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
　

バ
ー
チ
ャ
ル
で
登
場

社
会
福
祉
学
部
4
年
・
望
月
翔
太
さ
ん

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に

 

２
０
０
９
年
に
台
湾
で
開
催
へ

　

昨
年
12
月
、
第
30
回
全
国
ろ

う
あ
者
卓
球
選
手
権
大
会
で
優

勝
し
た
望
月
翔
太
さ
ん
（
社
会

福
祉
学
部
４
年
）
が
、
２
０
０

９
年
に
台
湾
で
開
催
さ
れ
る
デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
に
内

定
し
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
４
年
に

一
度
、
世
界
規
模
で
行
わ
れ
る

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
国
際
総

合
競
技
大
会
で
あ
る
。

　

望
月
さ
ん
は
日
本
代
表
の
強

化
合
宿
に
招
聘
さ
れ
参
加
し
、

１
年
後
の
大
会
に
向
け
て
意
欲

を
燃
や
し
て
い
る
。

日本代表の望月翔太さん

大学院に社会福祉学
研究科博士後期課程

講演する五木寛之さん

　

４
月
よ
り
本
学
の
大
学
院
に

社
会
福
祉
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
（
昼
夜
開
講
制
夜
間
主

コ
ー
ス
）
が
開
設
さ
れ
た
。
高

度
の
実
践
的
研
究
者
に
「
博
士

（
社
会
福
祉
学
）」
の
学
位
を
授

与
す
る
た
め
、
充
実
し
た
指
導

体
制
が
と
ら
れ
る
。

　

２
月
２
日
、
開
設
を
記
念
し

て
ホ
テ
ル
メ
タ
ロ
ポ
リ
タ
ン
高

崎
で
作
家
の
五
木
寛
之
氏
、
社

会
福
祉
学
部
准
教
授
の
堺
正
一

先
生
を
講
師
に
公
開
講
座
を
開

催
し
た
。

　

近
い
将
来
、
日
本
の
福
祉
を

世
界
に
発
信
で
き
る
研
究
者
の

輩
出
が
期
待
さ
れ
る
。

バーチャル映像で語りかける
髙村学長

　

人
間
形
成

の
問
題
は
、

教
育
の
在
り

方
か
ら
離
れ

て
こ
れ
を
考

え
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ

と
は
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い

▼
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
具
体

的
に
考
え
よ
う
と
す
れ
ば
、
人

間
形
成
と
は
具
体
的
に
何
で
あ

る
の
か
と
い
う
根
本
的
問
題
に

突
き
当
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
▼

こ
の
問
題
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

も
ち
ろ
ん
多
様
で
あ
る
▼
し
か

し
例
え
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し

て
人
間
形
成
を
言
い
表
す
ド
イ

ツ
語
の
ビ
ル
ド
ウ
ン
グ
と
い
う

言
葉
が
教
養
と
い
う
意
味
を
備

え
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
こ

と
は
、
こ
れ
を
考
え
る
う
え
で

ひ
と
つ
の
重
要
な
手
が
か
り
と

な
る
で
あ
ろ
う
▼
そ
こ
に
は
、

人
間
形
成
の
在
り
方
が
教
養
の

問
題
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
▼
立
正
大
学
が
そ
の
建

学
の
精
神
を
具
現
化
し
た
「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
育
む
と
い
う
教
育
理
念
を
掲

げ
高
度
の
モ
ラ
ル
を
備
え
た
豊

か
な
教
養
を
そ
の
土
台
と
す
る

教
育
の
充
実
に
努
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
見

地
か
ら
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
▼
人
間
に
必
須
の
モ
ラ

ル
を
支
え
る
も
の
が
高
度
で
豊

か
な
教
養
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
べ
き
は
、

ま
さ
に
そ
の
教
養
の
内
実
を
根

底
的
に
問
い
、
そ
の
深
化
に
不

断
に
努
め
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ

う
▼
最
高
学
府
に
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
問
領
域
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
た
ら
ん
と
す
る
本
学
の
学

生
諸
君
が
教
養
の
持
つ
そ
う
し

た
根
源
的
意
味
を
十
分
に
ふ
ま

え
、
高
度
で
豊
か
な
教
養
に
裏

づ
け
ら
れ
た
人
間
へ
と
育
ま
れ
て

い
く
こ
と
が
切
に
期
待
さ
れ
る
。

健康と環境に
　やさしい　
キャンパスへ

　

立
正
大
学
で
は
「
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
宣
言
」
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。

　

健
康
増
進
法
（
平
成
15
年
５

月
施
行
）
や
「
品
川
区
の
歩
行

喫
煙
お
よ
び
吸
殻
・
空
き
缶
等

の
投
げ
捨
て
防
止
に
関
す
る
条

例
」（
平
成
15
年
10
月
施
行
）

も
あ
り
、
全
面
禁
煙
を
目
指
し

た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

環
境
と
健
康
に
や
さ
し
い
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
、
学
生
・
教
職
員

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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〈
仏
教
学
部
〉
仏
教
文
化
研
修
で
訪
問
し
た
大
英
博
物
館

〈
文
学
部
〉
特
典
を
使
っ
て
文
化
施
設
を
活
用
し
よ
う
〈
経
済
学
部
〉
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
中
に
開
催
さ
れ
た
ゼ
ミ
説
明
会

〈
経
営
学
部
〉
会
計
学
の
授
業
風
景

〈
法
学
部
〉
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 
（
円
内
は
鈴
木
学
部
長
と
田
中
さ
ん
）

〈
心
理
学
部
〉
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
風
景

仏

教

学

部

仏

教

学

部

法

学

部

法

学

部

文

学

部

文

学

部

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
部

経

済

学

部

経

済

学

部

地
球
環
境
科
学
部

地
球
環
境
科
学
部

経

営

学

部

経

営

学

部

心

理

学

部

心

理

学

部

　

仏
教
学
部
で
は
講
義
の
枠
を

こ
え
て
宗
教
文
化
を
体
感
し
、

人
々
の
営
み
の
深
淵
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
仏
教
文
化

研
修
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　

本
年
度
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
仏

教
学
の
源
流
と
比
較
文
化
研

修
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ロ
ン

ド
ン（
大
英
博
物
館
）・
パ
リ（
ギ

メ
東
洋
・
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
）

を
中
心
に
訪
問
し
、
植
民
地
時

代
を
通
し
て
ア
ジ
ア
全
域
か
ら

蒐
集
さ
れ
た
仏
教
美
術
の
至
宝

及
び
世
界
遺
産
を
み
た
。

　

特
に
本
学
部
と
交
流
の
深
い

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
で
は
、

法
華
経
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
写
本

や
未
公
開
敦
煌
文
献
を
特
別
拝

観
。
ま
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

ミ
サ
見
学
、
カ
タ
コ
ン
ブ
地
下

埋
葬
墳
墓
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
、
モ

ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
、
ル
ー

ア
ン
の
ジ
ャ
ン
ヌ
ダ
ル
ク
火
刑

跡
な
ど
世
界
史
の
現
場
か
ら
比

較
宗
教
・
比
較
文
化
の
視
点
で
、

私
た
ち
自
身
を
取
り
巻
く
文
化

の
琴
線
に
ふ
れ
た
思
い
を
新
た

に
深
め
た
。

　

文
学
部
は
㈶
東
京
都
歴
史
文

化
財
団
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
」
の
会
員
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
文
学
部
在
籍
の
学
生
は

左
の
都
立
文
化
施
設
を
活
用
で

き
る
。

　

①
学
生
の
無
料
入
館　

東
京

都
江
戸
東
京
博
物
館
・
東
京
都

江
戸
東
京
た
て
も
の
園
・
東
京

都
現
代
美
術
館
の
常
設
展
、
東

京
都
写
真
美
術
館
の
収
蔵
・
映

像
展
、
東
京
都
庭
園
美
術
館
の

庭
園
公
開
を
無
料
で
鑑
賞

　

②
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
招
待　

東
京
文
化
会
館(

上
野)

お
よ
び

東
京
芸
術
劇
場(

池
袋)

で
開
催

さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
リ

ハ
ー
サ
ル
や
ゲ
ネ
プ
ロ
の
一
部

で
財
団
の
指
定
す
る
公
演
希
望

者
の
う
ち
先
着
順
で
招
待

　

③
コ
ン
サ
ー
ト
等
の
割
引
利

用　

東
京
文
化
会
館(

上
野)

お

よ
び
東
京
芸
術
劇
場
（
池
袋
）

コ
ン
サ
ー
ト
等
に
特
別
優
待
価

格
で
チ
ケ
ッ
ト
購
入

　

前
号
で
は
、
昨
年
12
月
に
開

催
さ
れ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
に

つ
い
て
紹
介
し
た
。
実
は
、
当

日
は
、
１
年
生
向
け
の
ゼ
ミ
説

明
会
も
行
わ
れ
て
い
た
。

　

ゼ
ミ
説
明
会
で
は
、
担
当
教

員
や
先
輩
の
ゼ
ミ
生
な
ど
か
ら

各
ゼ
ミ
で
の
活
動
の
具
体
的
な

内
容
や
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

１
年
生
に
と
っ
て
は
、
各
ゼ
ミ

の
特
色
を
知
る
う
え
で
大
い
に

　

経
営
学
部
の
浅
野
佳
祐
さ
ん

（
平
成
20
年
3
月
卒
業
）
が
、

昨
年
税
理
士
試
験
に
お
い
て
簿

記
と
財
務
諸
表
の
２
科
目
に
合

格
し
た
。

　

数
あ
る
国
家
試
験
の
中
で
も

難
関
試
験
の
一
つ
で
あ
る
税
理

士
試
験
は
、
合
格
科
目
が
５
科

目
に
達
し
か
つ
２
年
間
の
実
務

経
験
を
経
て
税
理
士
に
な
れ
る

が
、
現
役
で
２
科
目
合
格
す
る

の
は
至
難
の
業
で
、
こ
の
た
び

の
浅
野
さ
ん
の
合
格
は
快
挙
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

浅
野
さ
ん
は
入
学
当
初
か
ら

税
理
士
を
目
指
し
、
２
年
か
ら

は
山
本
貴
啓
先
生
の
指
導
で
会

計
の
実
力
を
つ
け
て
い
っ
た
。

　

卒
業
後
は
会
計
事
務
所
で
実

務
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
残
り

の
税
法
科
目
３
科
目
の
合
格
に

向
け
て
邁
進
す
る
予
定
だ
。

　

近
い
将
来
、
優
秀
な
税
理
士

の
誕
生
を
期
待
し
て
い
る
。

役
立
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
ゼ
ミ
ご
と
に
面
接

や
試
験
が
実
施
さ
れ
、
１
月
末

ま
で
に
希
望
者
ほ
ぼ
全
員
の
所

属
ゼ
ミ
が
決
め
ら
れ
た
。
希
望

し
た
ゼ
ミ
に
入
れ
ず
涙
を
呑
ん

だ
学
生
も
い
た
が
、
大
切
な
の

は
「
ど
こ
に
所
属
し
た
か
」
で

は
な
く「
そ
こ
で
何
を
し
た
か
」

で
あ
る
。
４
月
以
降
の
ゼ
ミ
活

動
が
楽
し
み
で
あ
る
。

◆
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

昨
年
12
月
１
日
、
早
川
誠
法

学
部
准
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
に
よ
り
、富
岡
清
熊
谷
市
長
、

ケ
ネ
ス
・
ビ
ア
ズ
リ
ー
米
メ
ル

ロ
ー
ズ
市
元
資
産
評
価
局
長
、

リ
ン
ダ
・
ビ
ア
ズ
リ
ー
・
タ
フ

ツ
大
学
講
師
、
宇
野
重
規
東
京

大
学
准
教
授
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
、市
民
参
加
が
地
方
行
政
・

政
治
の
モ
ラ
ル
形
成
に
果
た
し

う
る
役
割
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
た
。
小
島
敏
男

衆
議
院
議
員
、
松
本
富
男
熊
谷

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
多
く
の

市
民
の
参
加
を
得
た
。

◆
田
中
慎
太
朗
さ
ん
阪
神
入
団

　

法
学
部
の
田
中
慎
太
朗
さ
ん

（
平
成
20
年
3
月
卒
業
）
が
プ

ロ
野
球
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
か

ら
育
成
選
手
枠
で
指
名
さ
れ
、

契
約
・
入
団
し
た
。
田
中
さ
ん

は
１
年
生
の
時
か
ら
４
番
を
任

さ
れ
、
平
成
18
年
度
春
季
リ
ー

グ
で
は
並
み
居
る
強
打
者
を
押

し
の
け
て
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
指

名
打
者
部
門
）
に
選
出
さ
れ
る

な
ど
、
東
都
１
部
リ
ー
グ
の
中

で
も
際
立
っ
た
活
躍
を
み
せ
て

き
た
。

　

昨
年
11
月
23
日
に
、
社
会
福

祉
学
部
が
中
心
と
な
り
「
市
民

活
動
《
街
な
か
》
フ
ォ
―
ラ
ム

２
０
０
７
〜
市
民
と
大
学
・
学

生
が
街
で
出
会
う
〜
」
を
市
民

活
動
団
体
と
協
働
し
て
企
画
・

開
催
し
た
。
そ
の
時
の
基
調
講

演
の
テ
ー
マ
は
髙
村
学
長
の

「
大
学
の
教
育
研
究
の
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
の
地
域
」
で
あ
っ

た
。

　

地
域
に
は
様
々
な
活
動
が
あ

る
。
学
生
が
市
民
団
体
の
活
動

に
参
加
す
る
な
ら
、
そ
の
学
び

は
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

若
者
の
参
加
は
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
。
こ
れ
を
学
部
教
育

の
特
色
に
し
て
い
き
た
い
。

　

新
入
生
諸
君
に
は
、
４
年
間

の
中
で
、
地
域
活
動
に
挑
戦
し

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
本
学
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
、一
皮
む
け
た
「
大
人
」

に
成
長
し
て
ほ
し
い
。

　

地
理
学
科
で
は
卒
業
論
文
発

表
大
会
を
開
催
し
た
。
こ
の
大

会
は
１
月
30
・
31

日
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
と
、
２
月
１
日

の
口
頭
発
表
か
ら

構
成
さ
れ
て
い

る
。

　

ポ
ス
タ
ー
発
表

は
エ
ク
セ
ル
や
Ｇ

Ｉ
Ｓ
、
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
な
ど
を

用
い
て
作
成
し
た

調
査
結
果
を
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
９
号

館
に
展
示
し
、
42

人
が
発
表
し
た
。
ど
の
発
表
も

工
夫
さ
れ
、
努
力
の
跡
が
み
ら

れ
る
。

　

ま
た
、
各
ゼ
ミ
よ
り
１
人
ず

つ
選
出
さ
れ
た
計
８
人
の
学
生

が
、
２
５
０
人
を
超
え
る
聴
衆

の
前
で
１
年
間
の
研
究
成
果
を

口
頭
で
発
表
し
た
。
学
生
か
ら

も
積
極
的
に
質
問
が
な
さ
れ
、

３
年
生
に
も
刺
激
と
な
っ
た
よ

う
だ
。

　

大
会
の
一
部
は
学
生
で
組
織

さ
れ
た
実
行
委
員
会
に
よ
り
運

営
さ
れ
、
司
会
、
会
場
設
営
、

広
報
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
た

こ
と
も
い
い
経
験
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
が

卒
業
後
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

　

心
理
学
部
で
は
、
新
入
生
の

た
め
に
新
入
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
始
ま
る

大
学
生
活
に
つ
い
て
教
員
紹
介

を
交
え
な
が
ら
、
全
体
講
義
お

よ
び
分
科
会
を
行
い
ま
す
。

　

大
学
生
活
で
重
要
な
こ
と

は
、
授
業
や
課
外
活
動
や
友
人

関
係
の
形
成
で
も
、
自
ら
主
体

的
に
取
り
組
む
姿
勢
で
す
。
自

分
自
身
に
つ
い
て
も
同
じ
で

す
。

　

自
分
と
は
何
か
を
考
え
、
自

分
を
主
体
に
し
た
自
ら
の
運
命

を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
で

す
。

　

心
理
学
的
に
い
う
と
同
一
性

の
拡
散
の
危
機
に
直
面
し
つ

つ
、
自
己
を
創
造
す
る
時
期
に

自
分
の
中
に
大
い
な
る
可
能
性

を
見
出
し
て
下
さ
い
。
心
理
学

部
に
お
い
て
青
春
の
若
き
日
の

情
熱
を
燃
や
し
、
勉
強
に
課
外

活
動
に
と
活
躍
す
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

学　

部

あ
れ

　

こ
れ

　

経
営
学
部
の
浅
野
さ
ん
が
税
理
士
試
験
2
科
目
に
現
役
合
格

　

④
常
設
展
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の

開
催　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物

館
・
東
京
都
江
戸
東
京
た
て
も

の
園
・
東
京
都
現
代
美
術
館
を

グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
る
場
合
、
事

前
に
申
し
込
め
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
ガ
イ
ド
が
案
内
。

　

詳
細
は
文
学
部
事
務
室
へ
。

浅
野
佳
祐

 

さ
ん

〈地球環境科学部〉卒業論文発表大会（ポスター会場）の様子

〈社会福祉学部〉「市民活動《街なか》フォーラム～」
に参加する社会福祉学部の学生
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共に４本の柱となって 一
体
型
の
相
互
協
力
シ
ス
テ
ム
め
ざ
し
て

立
正
大
学
の
と
り
く
み　

　

近
年
、「
大
学
全
入
時
代
の

到
来
」
が
叫
ば
れ
、
私
立
大
学

の
社
会
環
境
は
大
き
く
変
貌
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
な
か
で
、
立
正
大
学
で
は

『「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
育
む
。』
と
い
う
教
育

目
標
を
掲
げ
、
モ
ラ
ル
と
専
門

性
を
も
っ
た
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
、「
人
間
・
社
会
・
地
球
」

の
視
点
か
ら
私
た
ち
を
取
り
巻

く
諸
問
題
を
ケ
ア
す
る
「
ケ
ア

ロ
ジ
ー
」を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

卒
業
生
の
皆
様
と
と
も
に

　

卒
業
生
の
皆
様
は
、
社
会
や

地
域
な
ど
の
様
々
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
、
そ
の
社
会
的
貢
献
と

評
価
は
在
校
生
諸
君
が
め
ざ
す

将
来
像
と
も
な
っ
て
お
り
、
本

学
の
社
会
的
評
価
を
支
え
る
大

き
な
基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
立
正
大
学
の
発
展
を

考
え
る
時
、
本
学
が
卒
業
生
の

皆
様
の
ご
活
躍
と
共
に
あ
る
こ

と
を
強
く
意
識
し
て
い
ま
す
。

一
体
型
の
相
互
協
力
シ
ス
テ
ム

を
め
ざ
し
て

　

多
く
の
私
立
大
学
で
は
校
友

会
の
も
と
で
在
校
生
・
卒
業
生
・

ご
父
母
・
大
学
が
一
体
と
な
っ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
て

お
り
、
校
友
会
を
も
た
な
い
本

学
は
後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
。

　

立
正
大
学
の
課
題
の
一
つ
と

し
て
卒
業
生
・
在
校
生
・
ご
父

母
・
大
学
学
園
が
各
々
の
歴
史

と
貢
献
を
尊
重
し
つ
つ
一
体
と

な
っ
た
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
、

在
校
生
支
援
や
同
窓
会
等
関
係

団
体
と
の
協
力
と
支
援
、
情
報

提
供
促
進
と
共
有
化
な
ど
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
す
。

と
も
に
柱
と
な
っ
て

　

大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
に

は
、建
学
の
精
神
で
あ
る
真
実
・

正
義
・
和
平
を
象
徴
し
た
４
本

の
石
柱
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

皆
様
と
立
正
大
学
が
共
に
４
本

の
柱
と
な
っ
て
平
成
21
年
４
月

の
校
友
会
開
設
に
む
け
て
歩
ん

で
行
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
友
会
体
制
へ
の
飛
躍　

同
窓
生
の
お
力
で
推
進
を

＊第２期（平成23年度以降）は、橘父兄会（在校生父母）の参加を予定
＊平成21年度から旧熊谷短期大学部同窓会の再建支援と校友会参加支援を予定

在校生

郵政会・
郵政ＯＢ会

卒業生
同窓会

立正大学
立正大学校友委員会 教職員

仮称　立正大学校友会イメージ図
（第1期　平成21年度開設予定）

立
正
大
学
同
窓
会
長　

二
ノ
宮
啓
吉 

　

私
立
大
学
の
環
境
が
厳
し
い

中
、
如
何
に
効
率
化
し
て
い
く

の
か
は
長
年
の
懸
案
で
あ
り
、

同
窓
会
も
同
様
に
財
政
基
盤
の

安
定
化
を
模
索
中
で
す
。

　

昨
年
10
月
27
日
に
開
催
し
た

学
園
・
大
学
懇
談
会
で
校
友
会

構
想
の
提
案
を
受
け
、
数
度
に

亘
り
検
討
を
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

自
主
性
・
独
立
性
を
確
保
し
、

安
定
し
た
運
営
が
実
行
出
来
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
同
窓
会
が
柱
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
校
友
会
を
構
成
す
る
こ

と
に
つ
い
て
詰
め
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

全
国
十
一
万
余
名
の
同
窓
生

の
お
力
を
頂
き
、
共
に
大
学
・

学
園
の
発
展
に
寄
与
出
来
る
シ

ス
テ
ム
と
受
け
止
め
、
推
進
に

邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。







































大
学
サ
イ
ト
の
使
い
易
さ

 

立
正
が
全
国
６
位
に

　

日
経
Ｂ
Ｐ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
（
株
）
が
全
国
２
０
０
（
国

公
私
立
）
大
学
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト 

を
対
象
に
、サ
イ
ト
の
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
（
使
い
易
さ
）
に

関
す
る
「
全
国
大
学
サ
イ
ト
・

ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
調
査

２
０
０
７
／
２
０
０
８
」
調
査

を
実
施
し
た
。 

　

ビ
ジ
タ
ー
が
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

を
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

大
学
と
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

最
大
限
に
活
用
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
求
め

ら
れ
る
機
能
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
横
断
的
に
ま
と
め
た
調
査

で
あ
る
。 

　

そ
の
調
査
に
お
い
て
、
本
学

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
は
、
私
立
大

学
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
４
位
、

指
導
員
全
国
大
会
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
踊
り

国
公
立
大
学
を
含
む
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
６
位
と
な
っ
た
。 

小
宮
教
授
の
安
全
マ
ッ
プ

 

学
生
指
導
員
、一
堂
に

　

昨
年
12
月
６
日
、
石
橋
湛
山

記
念
講
堂
に
お
い
て
、「
地
域

安
全
マ
ッ
プ
学
生
指
導
員
全
国

大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

地
域
安
全
マ
ッ
プ
は
、
立
正

大
学
文
学
部
小
宮
信
夫
教
授
が

考
案
・
開
発
し
た
被
害
防
止
教

育
の
手
法
。

　

現
在
、
小
宮
教
授
の
教
え
を

受
け
た
学
生
が
、
全
国
各
地
を

訪
れ
、
子
ど
も
や
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
、
地
域
安
全
マ
ッ
プ

づ
く
り
を
指
導
し
て
い
る
。

　

大
学
生
に
よ
る
地
域
安
全

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
指
導
は
、
当

初
は
、
小
宮
教
授
の
ゼ
ミ
の
学

生
だ
け
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
、
他
大
学
の
学
生
も
こ

れ
に
加
わ
り
、
学
生
指
導
員
の

輪
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

本
大
会
は
、
活
動
中
の
学
生

指
導
員
が
一
堂
に
会
し
て
交
流

を
深
め
る
と
共
に
、
指
導
の
質

的
向
上
を
図
る
た
め
に
開
催
さ

れ
た
。

　

大
会
で
は
、本
郷
紀
宏
氏（
大

阪
教
育
大
学
附
属
池
田
小
学
校

児
童
殺
傷
事
件
の
ご
遺
族
）
の

講
演
に
続
き
、藤
井
誠
二
氏（
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
）

の
司
会
で
、
立
正
大
学
、
岩
手

大
学
、
福
山
大
学
、
長
崎
大
学
、

鹿
児
島
大
学
の
学
生
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。

　

ま
た
、
札
幌
市
立
発
寒
小
学

校
の
母
親
た
ち
が
作
っ
た
「
防

犯
サ
ン
バ
」
を
本
学
の
学
生
が

踊
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

大崎キャンパス正門

本
学
経
済
学
部
卒
・
立
正
大
学
学
園

評
議
員
・
東
京
都
目
黒
区
議
会
議
員

他
者
を　
永
遠
を
見
る
視
点
持
て

立正大学校友会
開設に向けて

（
仮
称
）

立正大学長　髙村　弘毅

定年退職された先生が
立正大生へメッセージ

仏教学部仏教学科
坂輪宣敬先生

文学部史学科
尾形　勇先生

経済学部
筆宝康之先生

文学部史学科
北原　敦先生

文学部文学科
藤田　繁先生

社会福祉学部
社会福祉学科
田口正己先生

自
分
ば
か
り
見
ず
に
、
他
者
を

永
遠
を
見
る
視
点
を
持
と
う
。
「
活
字
離
れ
」
は
大
ケ
ガ
の
も

と
で
す
。
本
を
読
み
な
さ
い
。

労
働
経
済
学
と
環
境
学
30
年
。

経
済
と
は
経
世
済
民
、
経
済
×

環
境
の
灯
を
。

「
な
ぜ
」
と
問
い
か
け
る
姿
勢

を
失
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

今
を
真
剣
に
生
き
る
こ
と
。
旅

の
恥
は
か
き
捨
て
は
あ
り
え
ま

せ
ん
。

生
か
そ
う
、他
領
域
の
「
古
典
」

と
向
き
合
う
機
会
を
。

平　成
21年度
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ス
マ
ト
ラ
ア
ン
ソ
ク
コ
ウ
ノ
キ
に
形
成
さ
れ
た
ス
ン
ダ
ツ
ノ
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
虫
瘤
。表
面
が
白
い
の
は
、兵
隊
の
活
動
に
よ
り
ワ
ッ
ク
ス
が

塗
布
さ
れ
た
た
め

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
の
前
で
（
右
端
が
筆
者
）

モ
ン
ゴ
ル
の
野
性
動
物
調
査
（
フ
ス
タ
イ
国
立
公
園
に
て
）

段
に
ギ
リ
シ
ャ
文
字
の
３
書
体

で
刻
ま
れ
た
石
碑
で
あ
る
。

　

の
ち
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
に

よ
っ
て
古
代
ギ
リ
シ
ャ
文
字
を

手
が
か
り
に
、
ヒ
エ
ロ
グ
リ
フ

が
解
読
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

記
念
す
べ
き
至
宝
。

　

さ
ら
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
死

生
観
に
関
心
を
寄
せ
る
も
の
に

と
っ
て
興
味
を
そ
そ
る｢

死
者

の
書｣

に
も
接
し
た
。
よ
く
見

る
と
パ
ピ
ル
ス
草
か
ら
つ
く
ら

れ
た
一
種
の
紙
（
パ
ピ
ル
ス
…

日
本
の
麻
紙
に
似
る
）
に
描
か

れ
た
も
の
で
あ
り
、
ヒ
エ
ロ
グ

リ
フ
が
解
読
さ
れ
た
今
日
、
ま

す
ま
す
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。

　

や
は
り
、
そ
の
淵
源
エ
ジ
プ

ト
の
風
土
に
身
を
お
く
こ
と
で

感
得
で
き
る
、
歴
史
的
文
化
遺

産
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
。

 

（
仏
教
学
部
教
授
）

　

さ
て
、
ご
存
知
の
と
お
り
、

ロ
ゼ
ッ
タ
＝
ス
ト
ー
ン
は

１
７
９
９
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

エ
ジ
プ
ト
遠
征
の
際
、
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
付
近
の
ロ
ゼ
ッ
タ

で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
上
段

に
象
形
文
字
（
ヒ
エ
ロ
・
グ
リ

フ
）、
中
断
に
民
用
文
字
、
下

い
（
未
だ
ユ
ー
ロ
よ
り
ポ
ン
ド

が
通
用
）
も
の
に
と
っ
て
は
、

誠
に
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、

ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
な

ど
は
、
日
々
の
運
営
や
歴
史
的

建
造
物
の
維
持
と
い
う
名
目
に

て
入
場
料
・
寄
付
（
こ
れ
は
任

意
）
が
徴
収
さ
れ
る
。

い
か
。（
こ
れ
ら
は
時
を
み
て

報
告
し
た
い
）

　

も
う
一
つ
の
期
待
は
、
エ
ジ

プ
ト
学
の
端
緒
を
開
い
た
フ
ラ

ン
ス
の
シ
ャ
ン
ポ
リ
オ
ン
に
敬

意
を
表
し
て
の｢

ロ
ゼ
ッ
タ
＝

ス
ト
ー
ン｣

（
大
英
博
物
館
蔵
）

を
直
に
眼
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
主
要
博

物
館
・
美
術
館
は
全
て
入
場
無

料
（
た
だ
し
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は

厳
し
い
）
で
、
ポ
ン
ド
の
乏
し

　

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
の
教

会
を
巡
り
歩
い
た
。
そ
れ
は
葬

祭
儀
礼
の
形
を
求
め
る
旅
で

あ
っ
た
。

　

教
会
の
尖
塔
は
あ
く
ま
で
も

高
く
し
て
、
神

の
国
へ
と
近
づ

く
、
地
上
で
の

神
の
国
を
具
現
化
し
よ
う
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

他
方
、死
者
は
地
下
に
、ウ
ェ

ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
の
如
く

は
、
案
内
者
い
わ
く｢

今
歩
い

て
い
る
こ
の
回
廊
の
下
に
も
誰

々
が
葬
ら
れ
て
い
ま
す｣

と
、

土
足
で
の
拝
観
、
葬
送
観
の
違 歴

史
的
文
化
遺
産
の
重
み

思
い
は
エ
ジ
プ
ト
へ　

松
村　

壽
巖

経
済
学
部
教
授　

　　
　

青
木　

重
幸

繁殖と労働・防衛を分担する動物

アブラムシの「社会性」解明

　

自
分
の
研
究
を
一
般
の
方
々

に
説
明
す
る
と
き
に
は
、
い
つ

も
笑
わ
れ
る
の
を
覚
悟
し
て
い

ま
す
。「
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
社
会

性
」が
テ
ー
マ
な
の
で
す
か
ら
。

　

ま
ず
、
わ
か
り
や
す
い
と
こ

ろ
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

動
物
の
中
に
は
、繁
殖
と
労
働
・

防
衛
を
分
担
し
て
お
こ
な
っ
て

い
る
も
の
が
存
在
し
ま
す
。
ミ

ツ
バ
チ
や
ア
リ
な
ど
の
「
真
社

会
性
」
昆
虫
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
す
。
働
き
バ
チ
や
働
き
ア
リ

は
、
通
常
は
多
産
な
女
王
の
世

話
を
し
、
自
ら
は
ま
っ
た
く
生

殖
せ
ず
子
孫
を
残
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
真
社
会
性
の
動

物
は
―
ミ
ツ
バ
チ
の
社
会
性
は

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
時
代
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
―

１
９
７
０
年
代
末
ま
で
、
ハ
チ

と
ア
リ
、
そ
し
て
シ
ロ
ア
リ
の

グ
ル
ー
プ
か
ら
し
か
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
兵

隊
ア
リ
の
よ
う
に
生
殖
を
お
こ

な
わ
ず
防
衛
の
役
割
に
特
化
し

た
「
兵
隊
ア
ブ
ラ
ム
シ
」
を
、

１
９
７
７
年
に
初
め
て
見
つ
け

た
こ
と
で
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
兵
隊
は
外
敵
に

対
し
自
己
犠
牲
的
な
攻
撃
を
か

け
て
仲
間
を
守
り
ま
す
。

　

以
後
30
年
間
で
、
私
自
身
や

他
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
50
種

を
優
に
超
え
る
ア
ブ
ラ
ム
シ
で

様
々
な
レ
ベ
ル
の
社
会
性
が
見

い
だ
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
衛
ば
か
り
で
は
な

く
、「
住
居
」の
掃
除
を
し
た
り
、

修
繕
を
す
る
も
の
ま
で
見
つ

か
っ
た
の
で
す
。「
住
居
」
と

い
う
の
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
寄

生
す
る
植
物
上
に
つ
く
る
虫
瘤

（
ゴ
ー
ル
、
虫
え
い
）
の
こ
と

で
す
（
写
真
）。「
兵
隊
ア
ブ
ラ

ム
シ
」
の
多
く
は
、
こ
の
虫
瘤

の
中
で
生
活
し
て
い
る
の
で
す

ね
。

　

な
ぜ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
社

会
性
の
も
の
が
、
多
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
は
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
特
異
な
繁
殖
様
式
が

関
係
し
て
い
る
の
で
す
。
ア
ブ

ラ
ム
シ
は
１
年
の
大
部
分
を
無

性
生
殖
に
よ
っ
て
繁
殖
し
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
自
分
の
ク
ロ
ー
ン

を
産
み
出
し
て
い
き
ま
す
。
し

ば
し
ば
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
集
団

は
遺
伝
的
に
ま
っ
た
く
同
一
の

ク
ロ
ー
ン
集
団
と
化
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
私
た
ち
一

人
一
人
の
体
が
、
遺
伝
的
に
同

一
の
細
胞
か
ら
で
き
て
い
る
状

態
と
同
じ
で
、
ど
の
ア
ブ
ラ
ム

シ
の
個
体
が
（
ど
の
細
胞
が
）

遺
伝
子
を
伝
え
て
も
違
い
が
な

い
こ
と
に
な
っ
て
、
利
害
の
対

立
が
起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
の
社
会
は
、

個
々
人
の
利
害
が
錯
綜
す
る
人

間
の
社
会
に
で
は
な
く
、
む
し

ろ
人
体
に
た
と
え
た
方
が
わ
か

り
や
す
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
性
の
研
究
は

実
は
「
反
社
会
性
」
の
研
究
で

も
あ
る
の
で
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
ク
ロ
ー
ン
集
団
は
、
他
の
虫

瘤
へ
向
け
て
仲
間
を
送
り
出
し

ま
す
。
他
の
虫
瘤
の
ク
ロ
ー
ン

集
団
も
逆
に
仲
間
を
送
り
込
ん

で
き
ま
す
。
よ
そ
の
虫
瘤
に
う

ま
く
入
り
こ
ん
だ
ア
ブ
ラ
ム
シ

は
、
そ
こ
で
は
防
衛
に
力
を
入

れ
ず
自
分
の
繁
殖
に
専
念
す
る

―
つ
ま
り
、
反
社
会
的
な
フ

リ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
ふ
る

ま
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　

自
然
選
択
は
、
一
方
で
仲
間

を
他
の
虫
瘤
に
送
り
込
む
よ
う

に
作
用
し
、
他
方
で
他
の
虫
瘤

か
ら
の
よ
そ
者
の
侵
入
を
阻
止

す
る
方
向
に
働
き
ま
す
。
盾
と

矛
の
働
き
を
互
い
に
強
化
し
て

い
く
こ
の
軍
拡
競
争
の
結
末
が

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
理
解
す

る
こ
と
、
フ
リ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー

の
侵
入
を
い
か
な
る
方
策
で
、

ど
の
程
度
ま
で
阻
止
し
て
い
る

の
か
、
こ
れ
が
現
在
の
私
の
研

究
テ
ー
マ
な
の
で
す
。

無
性
生
殖
で
繁
殖

ク
ロ
ー
ン
集
団
が

他
の
「
家
」
に
侵
入

 

阻
止
と
突
破
の
行
方
は　
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今
か
ら
20
年
近
く
前
の
あ
る

日
、
当
時
（
今
で
も
）
珍
し
い

タ
イ
プ
の
学
生
が
私
の
研
究
室

を
訪
ね
て
き
ま
し
た
。

　

豪
気
朴
訥
、
自
信
に
溢
れ
、

や
る
気
満
々
、
議
論
を
避
け
な

い
東
北
大
学
出
身
の
こ
の
学
生

に
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
ま
し

た
。
聞
け
ば
、「
シ
カ
の
生
態

研
究
に
取
り
組
む
と
し
た
ら
、

こ
の
研
究
室
し
か
な
い
」
と
い

う
の
が
言
い
分
だ
っ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

そ
う
ま
で
惚
れ
込
ま
れ
て
断

る
理
由
は
な
い
と
、
今
日
ま
で

の
長
い
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た

と
い
う
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
が
「
こ
の
人
」、
須
田

知
樹
講
師
だ
っ
た
の
で
す
。
彼

が
早
速
取
り
組
ん
だ
の
が
対
馬

の
シ
カ
と
生
態
系
問
題
。
現
地

に
住
み
込
ん
で
の
調
査
は
、
シ

カ
の
生
息
密
度
は
も
ち
ろ
ん
、

植
生
、
野
ネ
ズ
ミ
、
鳥
類
群
集
、

土
壌
と
多
岐
に
亙
り
ま
し
た
の

で
、
途
中
で
潰
れ
は
し
な
い
か

と
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
全
く
の
杞
憂
。
頑
健

な
体
力
と
粘
り
強
い
性
格
、
切

れ
の
良
い
思
考
、
が
む
し
ゃ
ら

と
も
見
え
る
強
い
実
行
力
を

持
っ
て
、
生
物
多
様
性
問
題
な

ど
を
含
む
生
態
系
モ
デ
ル
構
築

を
結
論
に
し
た
博
士
論
文
に
仕

上
げ
た
の
は
見
事
で
し
た
。

　

シ
カ
の
適
正
密
度
に
関
し
て

初
め
て
生
態
学
的
な
答
え
を
出

し
た
の
も
誇
っ
て
よ
い
功
績
で

あ
る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。
だ

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
の
適

正
密
度
へ
の
自
然
生
態
系
の
い

わ
ば
自
動
収
斂
制
御
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
。
こ

れ
を
知
る
に
は
別
の
角
度
か
ら

の
発
想
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す

が
、
彼
は
、
そ
れ
を
食
物
連
鎖

に
も
と
め
、
日
本
で
は
絶
滅
し

た
捕
食
者
オ
オ
カ
ミ
に
辿
り
つ

い
た
の
で
す
。

　

そ
の
宣
言
は
、
昨
年
初
め
に

刊
行
さ
れ
た
共
編
著
「
オ
オ
カ

「
自
然
保
護
↓
回
復
」
の
時
代
で
脚
光

ミ
を
放
つ
」（
白
水
社
）
に
著

し
て
い
ま
す
。
今
や
、
自
然
保

護
か
ら
回
復
の
時
代
。
彼
の
種

の
復
活
研
究
と
実
践
活
動
は
今

後
ま
す
ま
す
脚
光
を
浴
び
る
は

ず
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
１
９
８
０
年
代

以
降
ま
す
ま
す
深
刻
の
度
を
増

し
て
い
る
野
生
動
物
を
含
む
環

境
問
題
は
、
生
態
学
的
学
理
を

必
要
と
す
る
も
そ
れ
だ
け
で
は

解
け
ま
せ
ん
。
産
業
経
済
、
思

想
、
芸
術
な
ど
多
様
な
分
野
を

渉
猟
し
、
幅
広
い
教
養
の
総
合

に
も
と
づ
く
未
来
展
望
が
必
要

な
の
で
す
が
、
そ
の
分
野
の
勉

強
に
も
怠
り
な
い
姿
を
傍
見
し

て
き
ま
し
た
か
ら
、
優
れ
た
知

識
人
と
し
て
の
活
動
も
大
い
に

期
待
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

こ
う
し
た
経
験
が
教
育
的
情

熱
と
相
俟
っ
て
、
多
く
の
学
生

の
向
上
心
を
刺
激
し
な
い
わ
け

は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
東
京
農
工
大
学
名
誉
教
授　

野
生
動
物
保
護
学　

 

丸
山
直
樹
）
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カナディアンロッキーの氷河湖
　　　　　　　　（撮影：髙村弘毅）

山の雪が堆積し万年雪が圧縮されて氷河になり、氷河
の末端が解けて長い年月を経て水の循環をかけて湖と
なったものを氷河湖という。現在、温暖化によって水
の循環が乱れつつある
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渡
邊　

寶
陽

 

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

  

今
、
米
国
の
真
裏
に
位
置
す

る
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｔ
産
業
は
、
米

国
が
眠
る
時
間
の
Ｉ
Ｔ
を
支
え

て
い
る
。
第
２
次
世
界
大
戦
後

の
イ
ン
ド
の
首
相
ネ
ル
ー
は
、

髙
村　

弘
毅

「
大
切
な
資
源
」
を
自
覚

　

地
球
の
環
境
は

　

私
た
ち
が
創
る

春の熊谷キャンパスは、桜の花であふれる

2
b or not 2

b

タゴール（左）とガンジー＝1940年（フリー百科wikipediaより）

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
哲
人
政
治

家
と
し
て
盛
名
を
得
た
。

　

ネ
ル
ー
の
師
、
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
は
、
１
９
３
３
年
、

本
学
出
身
で
世
界
中
に
百
以
上

の
佛
舎
利
塔
を
建
立
し
た
藤
井

日
達
（
日
本
山
妙
法
寺
開
祖
）

と
出
会
い
共
鳴
し
た
。
そ
の
縁

で
、
門
下
に
列
な
る
ナ
レ
シ
・

マ
ン
ト
リ
氏
は
本
学
大
学
院
で

学
び
、
は
や
く
文
学
博
士
の
学

位
を
得
た
。

　

来
年
は
日
蓮
聖
人
が
『
立
正

安
国
論
』
を
執
筆
し
、
鎌
倉
幕

府
の
重
鎮
に
進
献
し
て
７
５
０

年
目
。
十
数
年
前
、
イ
ン
ド
国

立
ナ
ー
ラ
ン
ダ
大
学
の
元
学

長
、
タ
テ
イ
ヤ
博
士
が
、
た
び

ガ
ン
ジ
ー
、
日
達
、
タ
ゴ
ー
ル　

大
学
間
交
流
に
も
長
い
歴
史

イ
ン
ド
と
本
学
の
濃
い
縁

た
び
日
蓮
教
学
研
究
所
に
通
っ

て
、『
立
正
安
国
論
』
研
究
に

沈
潜
し
た
。
落
合
淳
隆
・
元
法

学
部
教
授
は
イ
ン
ド
法
の
専
門

家
で
あ
る
。
高
橋
堯
英
・
仏
教

学
部
教
授
は
、
高
校
卒
業
後
、

す
ぐ
さ
ま
イ
ン
ド
国
立
大
学
の

デ
リ
ー
大
学
に
進
学
。
博
士
課

程
ま
で
十
数
年
を
過
ご
し
た
半

分
イ
ン
ド
人
で
あ
る
。
イ
ン
ド

と
本
学
は
縁
が
濃
い
。

　

タ
ゴ
ー
ル
（
１
８
６
１
〜

１
９
４
１
年
）
は
イ
ン
ド

の
詩
人
・
小
説
家
・
哲
学
者

で
、
た
し
か
東
洋
人
で
初
め
て

１
９
１
３
年
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を

得
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。
マ
ハ

ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
と
は
違
っ
た

意
味
で
世
界
に
衝
撃
を
与
え
た

人
物
で
あ
る
。
宗
教
的
・
象
徴

的
な
叙
情
詩
を
ベ
ン
ガ
ル
語
で

書
き
、
詩
集
『
ギ
ー
タ
ー
ン
ジ

ャ
リ
』
小
説
『
ゴ
ー
ラ
ー
』
な

ど
を
遺
し
た
彼
は
、
数
度
来
日

し
て
い
る
。

  

「
浜
辺
の
歌
」
で
有
名
な
林

古
渓
教
授
と
同
じ
頃
、
国
文
科

教
授
で
あ
っ
た
野
口
米
二
郎
は

彫
刻
家
と
し
て
著
名
な
イ
サ
ム

野
口
の
父
で
、
ヨ
ネ
野
口
と
も

名
乗
り
、
筆
者
の
恩
師
・
茂
田

井
教
亨
博
士
も
講
義
を
受
け

た
。
野
口
は
タ
ゴ
ー
ル
と
親
交

深
く
、『
立
正
大
学
論
叢
』
創

刊
号
に
「
タ
ゴ
ー
ル
論
」
と
い

う
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　

タ
ゴ
ー
ル
来
日
に
つ
い
て

は
、
木
村
日
紀
（
龍
寛
）
カ
ル

カ
ッ
タ
大
学
教
授
（
後
に
本
学

教
授
）が
世
話
を
し
た
よ
う
で
、

本
学
へ
足
を
運
ん
だ
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
よ
う
に
思
う
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
の
ヨ
ー
ク

大
学
で
開
催
さ
れ
た
比
較
国
際

教
育
学
会
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ほ
ぼ
毎
年
、
私
は

イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
る
学
会

に
意
識
的
に
参
加
し
て
い
る
。

日
本
人
の
学
者
・
研
究
者
も
少

数
と
は
い
え
参
加
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

「
聞
く
だ
け
」
で
「
発
表
」
す

る
人
は
例
外
的
で
あ
る
。

　

何
年
か
続
け
て
参
加
し
て

い
る
う
ち
に
、「
日
本
人
は
参

加
す
る
だ
け
で
、発
表
し
な
い
。

積
極
的
に
発
表
す
べ
き
だ
。」

と
の
声
を
学
会
関
係
者
か
ら
聞

く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
れ
な
ら
ば
、「
隗
よ
り
始

め
よ
」
と
い
う
こ
と
で
、
数
年

前
か
ら
私
は
、
積
極
的
に
発
表

　

イ
ギ
リ
ス
の
教
育
関
係
の
学

会
に
、
学
友
と
と
も
に
初
め
て

参
加
し
た
の
は
、
１
９
９
２
年

の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
時
の
私
は
、
海
外
の
学
会

事
情
な
ど
、
ま
っ
た
く
知
ら
な

か
っ
た
。
い
ま
思
う
と
勇
敢
に

も
参
加
し
た
も
の
だ
と
思
う
。

　

花
び
ら
は
散
る

　
　
　
　

花
は
散
ら
な
い

 

金
子
大
栄　

　

桜
が
花
咲
く
、
こ
の
季
節
に

思
い
出
す
一
節
で
す
。

　

私
の
専
門
は
水す
い

文も
ん
が
く学

で
す
。

「〝
み
ず
の
ぶ
ん
が
く
〞
を
研
究

し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
時
々

質
問
さ
れ
ま
す
が
、
水
文
学
は

「
水
の
循
環
」
と
い
う
概
念
を

基
本
に
据
え
、
自
然
界
の
水
の

望
ま
し
い
在
り
方
を
考
え
る
学

問
の
こ
と
で
す
。

　

水
は
生
命
に
か
か
せ
な
い
大

切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も

が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
水

が
何
百
年
も
経
て
私
た
ち
の
も

と
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
み
な

さ
ん
は
ご
存
知
で
す
か
。

　

地
球
に
あ
る
水
の
量
は
、
約

14
億
立
方
㌔
㍍
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
球
生
成
以
来
、
そ

の
量
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
う
ち
97
・
５
％
は
塩
水
で
、

残
り
の
２
・
５
％
が
淡
水
。
淡

水
の
70
％
は
氷
山
、
氷
床
な
ど

の
氷
で
す
か
ら
、
私
た
ち
陸
域

の
生
態
系
が
使
え
る
量
は
１
％

に
も
満
た
な
い
の
で
す
。
現
在

の
消
費
レ
ベ
ル
で
い
け
ば
あ
と

２
〜
３
千
年
で
枯
渇
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、水
は
循
環
し
ま
す
。

蒸
発
し
て
雨
や
雪
に
な
っ
て
地

水文学から考える「水の循環」水文学から考える「水の循環」
長い年月かけ地球に生命

中
へ
浸
透
し
、
川
に
な
り
海
へ

出
る
、
ま
た
蒸
発
す
る
、
そ
の

よ
う
に
入
れ
替
わ
り
を
繰
り
返

す
「
循
環
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ

地
球
の
水
は
涸
れ
ず
に
、
地
球

誕
生
以
来
不
変
の
水
量
を
維
持

で
き
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

ま
た
、
地
球
の
今
の
平
均
気

温
15
度
で
考
え
る
と
、
地
球
上

の
す
べ
て
の
氷
が
解
け
て
液
体

や
気
体
に
な
る
に
は
９
６
０
０

年
か
か
り
ま
す
。
淡
水
の
う
ち

氷
に
続
い
て
多
い
の
は
地
下
水

（
29
％
）
で
す
が
、
こ
れ
も
自

然
に
循
環
す
る
に
は
８
３
０
年

も
か
か
り
ま
す
。

　
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
る
遥
か
昔
か
ら
、

水
は
こ
の
よ
う
に
長
い
年
月
を

巡
り
に
巡
っ
て
地
球
に
生
命
を

与
え
続
け
て
く
れ
て
い
る
の
で

す
。

　
「
湯
水
の
ご
と
く
使
う
」
と

い
う
言
葉
は
、
水
に
恵
ま
れ
た

日
本
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
言

葉
で
す
が
、
ど
う
か
今
一
度
水

が
私
た
ち
の
も
と
に
届
く
ま
で

に
か
か
っ
た
年
月
を
考
え
て
、

使
用
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

水
は
大
切
な
資
源
で
あ
り
、
地

球
の
環
境
が
崩
れ
て
い
る
現
在

に
お
い
て
は
恒
久
的
な
資
源
で

は
な
い
の
で
す
。

　

私
は
、
学
生
諸
君
が
「
今
」

だ
け
で
は
な
く
、
脈
々
と
続
い

て
い
く
「
未
来
」
に
存
在
す
る

「
も
の
」
に
対
し
て
も
慈
し
む

心
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

桜
の
花
び
ら
は
散
っ
て
も
、

再
び
季
節
が
巡
れ
ば
桜
の
花
は

咲
き
続
け
る
…
、
水
の
惑
星
と

呼
ば
れ
る
地
球
の
環
境
は
、
今

日
の
私
た
ち
が
創
る
の
で
す
。

　
（
日
本
原
燃
株
式
会
社
発
行

『
青
い
森
青
い
風
』
平
成
20
年

１
月
号
新
春
対
談
よ
り
抜
粋
、

追
加
）
















































す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
輸

入
」
ば
か
り
で
「
輸
出
」
が
少

な
い
、
と
い
わ
れ
る
の
で
、
教

育
基
本
法
改
正
問
題
な
ど
日
本

の
教
育
事
情
を
積
極
的
に
紹
介

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
で
学
会

が
２
０
０
５
年
に
開
催
さ
れ
た

帰
途
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
・

ニ
ュ
ー
・
ス
ト
リ
ー
ト
駅
（
中

央
駅
）は
、人
ご
み
の
中
に
あ
っ

た
。
列
車
の
運
行
が
乱
れ
て
お

り
、
何
番
ホ
ー
ム
に
列
車
が
到

着
す
る
の
か
分
か
ら
な
い
の
で

あ
る
（
列
車
が
到
着
す
る
ホ
ー

ム
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
き
な
駅

の
場
合
、
日
本
の
よ
う
に
前

も
っ
て
固
定
的
に
決
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
到
着
直
前

に
電
光
掲
示
板
に
よ
っ
て
知
ら

さ
れ
る
）。

　

確
か
３
番
ホ
ー
ム
で
待
っ
て

い
た
際
に
、
列
車
の
到
着
ホ
ー

ム
が
突
然
変
更
と
な
り
、「
２

番
線
の
ｂ
ホ
ー
ム
」
と
の
案
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た
。
急
い

で
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
教
授
た

ち
と
と
も
に
「
２
ｂ
」
ホ
ー
ム

に
向
か
っ
た
。

　

そ
の
と
き
、
私
は
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
言
葉
を
思
い
出
し
、

「2b or not 2b that is 
the question

」（T
o be 

or not to be : that is the 
question

『H
am
let

』）と
発

し
た
と
こ
ろ
、
大
き
な
笑
い
を

獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

英
語
を
自
由
に
あ
や
つ
る
こ

と
の
で
き
な
い
私
が
、
英
国
人

を
笑
わ
せ
た
珍
し
い
事
例
で
あ

る
。

英
国
人
を
笑
わ
せ
た

心理学部教授

浪本　勝年
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卒
業
生　

　
　
　

か
ら

学
生　

　

か
ら

みなさん 
の投稿を募集 
しています 

みなさん 
の作品を募集 
しています 

　

氏
名
、
学
部
、
学
科
、
学

年
（
卒
業
生
は
卒
業
年
）、住

所
、電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〔
宛
先
〕

　

〒
１
４
１-

８
６
０
２

　

東
京
都
品
川
区
大
崎
４-

２-

16 

立
正
大
学
政
策
広

報
課
学
園
新
聞
担
当

〔
Ｅ
メ
ー
ル
〕

　

pln@
ris.ac.jp

〔
締
切
〕

　

平
成
20
年
4
月
25
日
必
着

一
鉢
の
紅
葉
据
え
れ
ば
姑
の
眼
に
は
た
ち
ま
ち
深
山
の
晩

秋
の
景 

松
田
寿
美
（
阿
南
市
）

主
婦
業
に
故
な
く
疲
る
る
こ
の
日
ご
ろ「
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
」

の
レ
シ
ピ
を
ひ
ら
く 

大
原
里
子
（
高
知
市
）

も
し
か
し
て
母
の
思
ひ
や
り
か
も
し
れ
ぬ
子
の
な
い
わ
れ

と
子
に
な
つ
た
母 

井
上
植
惠
（
坂
出
市
）

青
春
の
微
笑
み
満
つ
る
ア
ル
バ
ム
よ
カ
ラ
ー
写
真
の
色
薄

れ
ゆ
く 

杉
田
一
成
（
宮
崎
市
）

久
々
の
再
会
の
今
日
胸
お
ど
る
あ
の
友
の
声
お
も
か
げ
さ

が
す 

土
井
絵
利
加
（
文
学
部
三
年
）

弥
生
朔
日
亡は

母は

の
好
み
し
雛
飾
る
娘
も
寄
り
て
歌
唄
う
な

り 

金
子
敏
衣
（
熊
谷
市
）

〔
評
〕

　

松
田
作
品
「
一
鉢
の
」。「
姑
」
は
「
は
は
」。「
深
山
」

は
「
し
ん
ざ
ん
」
と
読
み
た
い
。
老
い
て
体
の
自
由
の
き

か
な
い
「
姑
」
だ
ろ
う
。
た
っ
た
「
一
鉢
」
の
紅
葉
な
の
に
、

そ
れ
を
前
に
、
紅
葉
に
色
鮮
や
か
に
彩
ら
れ
る
「
深
山
の

晩
秋
」
を
想
っ
て
い
る
姑
。「
た
ち
ま
ち
」
の
語
が
、
紅
葉

を
愛
で
る
姑
の
顔
を
、
鮮
明
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
大

原
作
品
「
主
婦
業
に
」。
子
供
た
ち
が
独
立
し
て
夫
婦
だ

け
の
生
活
に
戻
っ
た
時
、
多
く
の
主
婦
た
ち
が
「
故
な
く

疲
れ
」
を
覚
え
る
と
い
う
。
長
年
、家
族
の
健
康
を
預
か
っ

て
き
た
食
事
の
用
意
は
大
変
。
こ
の
辺
で
「
簡
単
レ
シ
ピ
」

を
活
用
し
て
、
ゆ
っ
く
り
一
休
み
を
。
井
上
作
品
「
も
し

か
し
て
」。「
母
が
認
知
症
に
云
々
」
と
の
添
え
書
き
。
介

護
は
大
変
な
労
苦
を
伴
う
が
、
し
か
し
、
と
作
者
の
母
へ

の
「
思
い
や
り
」
も
限
り
な
く
優
し
い
。
杉
田
作
品
「
青

春
の
」。
作
者
の
高
校
生
時
代
の
ア
ル
バ
ム
だ
ろ
う
か
。
上

句
は
や
や
観
念
的
だ
が
、
下
句
の
具
体
が
、
こ
の
作
品
に

流
れ
る
青
春
性
を
鮮
明
な
も
の
と
し
て
い
る
。
土
井
作
品

「
久
々
の
」。
第
二
句
の
原
作
は「
望
み
」。
今
、実
際
に
会
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
が
不
鮮
明
。
金
子
作
品「
弥
生
朔
日
」。

原
作
の
初
句
は
「
弥
生
月
」。
ど
こ
に
続
い
て
行
く
の
か
、

ま
た
は
切
れ
る
の
か
、
不
鮮
明
。
三
月
に
な
っ
た
、
雛
祭

り
も
近
い
と
の
意
に
と
っ
て
み
た
。

円
空
仏
微
笑
在
は
す
寺
小
春

 

愛
媛
県
松
山
市　

原
田　

宗
信

客
土
ま
だ
日
に
晒
し
あ
る
冬
田
か
な

 

埼
玉
県
東
松
山
市　

佐
藤　
　

弘

襟
立
て
て
仰
ぐ
夜
空
や
冬
の
月

 

東
京
都
台
東
区　

関　
　

一
教

老
深
む
母
の
物
腰
霜
の
朝

 

東
京
都
大
田
区　

水
口　

仁
平

平
凡
と
言
ふ
の
は
易
し
去
年
今
年

 

神
奈
川
県
大
和
市　

今
関
十
三
里

キ
ャ
ン
パ
ス
に
橘
蒼
し
年
新
た

 

東
京
都
練
馬
区　

西
岡　
　

翠

正
月
や
友
は
別
れ
て
友
と
知
る

 

東
京
都
品
川
区　

富
田　

玄
華

出
会
ひ
か
ら
よ
き
こ
と
続
く
福
寿
草

 

広
島
県
広
島
市　

村
越　
　

縁

コ
ン
ビ
ニ
の
和
菓
子
コ
ー
ナ
ー
春
め
け
る

 

香
川
県
坂
出
市　

井
上　

植
惠

潮
満
ち
て
運
河
に
万
の
花
筏

 
神
奈
川
県
横
浜
市　

長
﨑　

円
喜

石
一
つ
ふ
み
つ
け
ら
れ
し
春
の
雨

 

千
葉
県
船
橋
市　

近
藤　

邦
巳

〔
評
〕
一
句

－

円
空
仏
に
通
う
詩
心
、
あ
た
た
か
い
。
二

句

－

切
り
口
見
事
な
写
生
。
三
句

－

作
者
が
凛
と
し
て

在
る
。
四
句

－

孝
養
、
至
情
が
伝
わ
る
。
五
句

－

さ
ら
り

と
俳
諧
に
し
て
あ
る
が
、
硬
骨
の
作
者
な
ら
で
は
の
作
。

六
句

－

本
学
の
教
育
目
標
「
モ
ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
が
あ
っ
て
、
こ
の
句
が
読
め
た
。
七
句

－

正
月
だ
か

ら
こ
そ
友
は
格
別
。
八
、九
句
は
季
感
が
生
き
て
。
十
句

－

雄
大
華
麗
、感
動
的
な
俳
句
。
十
一
句

－

ゆ
か
い
な
句
。

く
ず
か
ご

 
阿
部　

翼
（
文
学
部
哲
学
科
３
年
）

コ
ン
ビ
ニ
の
ビ
ニ
ー
ル
袋

駄
菓
子
の
く
ず　

こ
と
ば
の
屑

折
れ
た
割
り
箸

食
べ
残
し
た
ご
飯　

握
っ
た
片
っ
ぽ
の
手

流
行
の
Ｊ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
聞
き
な
が
ら

ぼ
ん
や
り
と
眺
め
る
ク
ズ
カ
ゴ
の
中
に
は

ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
溢
れ
か
え
っ
て

僕
の
夢
は
ど
こ
に
い
っ
た
っ
て

何
度
も

ひ
っ
く
り
返
し
て

何
度
も

あ
さ
っ
て

魂
を
た
く
さ
ん

汚
し
て
し
ま
っ
た
だ
け
か
。

〔
評
〕

　
「
汚
れ
ち
ま
っ
た
悲
し
み
」
を
う
た
っ
た
中
原
中
也
を
連

想
し
た
が
、
倦
怠
と
死
が
に
じ
む
あ
の
感
傷
か
ら
は
、「
く

ず
か
ご
」
の
作
者
は
、
む
ろ
ん
遠
い
。
い
わ
ば
行
為
と
認
知

の
日
常
的
即
物
性
が
、
い
か
に
も
今
日
の
若
者
ら
し
い
こ
と

ば
の
体
臭
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
あ
さ
っ
て
」
つ
ま
り
「
漁
っ
て
」
は
永
遠
の
「
明
後
日
」

で
も
あ
り
、
ゴ
ミ
同
然
の
軽
い
雑
な
口
調
の
な
か
に
、
か
な

わ
ぬ
夢
の
か
も
す
鋭
い
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
、
さ
り
げ
な
く
ま
ぎ

れ
こ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
若
者
た
ち
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
は
、
共
通
し
て
か
な
り
む
ご
た
ら
し
く
、
そ
の
現
実
を
か

い
ま
見
る
こ
と
が
出
来
る
、
と
も
い
え
る
。

　

わ
た
し
は
イ
ヨ
ネ
ス
コ
の
戯
曲
が
好
き
だ
が
、
死
体
が

刻
々
大
き
く
成
長
し
家
か
ら
は
み
出
す
「
ア
メ
デ
」
と
か
人

間
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
犀
に
変
身
し
て
い
く「
犀
」の
常
識
を
破
っ

た
発
想
に
、
詩
人
も
大
い
に
学
ぶ
べ
き
だ
。
屑
か
ご
に
、
握

手
し
た
ば
か
り
の
友
人
の
片
手
が
落
ち
て
い
た
ら
、
ど
う
な

る
か
。
そ
の
あ
た
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
ふ
く
ら
ま
せ
れ
ば
、
右

の
詩
は
も
っ
と
お
も
し
ろ
く
風
刺
と
批
評
の
効
力
が
示
さ
れ

た
だ
ろ
う
。
魂
の
ジ
ャ
ン
プ
を
も
っ
と
求
め
た
い
。

「
悠　
　

々
」

〈
写
真
〉

 

相
馬　

綾
美

　
（
平
成
14
年
文
学
部

　

 

哲
学
科
卒
）

　

雪
の
中
を
軽
や
か
に
悠
々
と

歩
く
カ
モ
の
群
れ
に
敬
意

「
東
京
タ
ワ
ー
」

〈
写
真
〉

 
桑
原　

侑
希

 
（
文
学
部
哲
学
科
４
年
）
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期　　日 開催地 対象地域 会　場 ・ 住　所

６月15日（日） 熊谷会場 全都道府県

立正大学熊谷校舎９号館
〒360-0161 埼玉県熊谷市万吉1700
☎ 048‒536‒6010
（問合せ先）橘父兄会事務局
☎ 03‒3493‒6535

７月６日（日） 青森会場 青森県　岩手県
北海道　秋田県

青森国際ホテル
〒030-0801 青森県青森市新町1‒6‒18
☎ 017‒722‒4321

７月20日（日） 仙台会場 宮城県　福島県
山形県　岩手県

ホテルサンルート仙台
〒980-0021 宮城県仙台市青葉区中央4‒10‒8
☎ 022‒262‒2323

７月27日（日） 秋田会場 秋田県　岩手県
山形県　青森県

秋田キャッスルホテル
〒010-0001 秋田県秋田市中通1‒3‒5
☎ 018‒834‒1141

８月３日（日） 新潟会場
新潟県　山形県
富山県　石川県
福島県　福井県

ホテルイタリア軒
〒951-8061 新潟県新潟市中央区西堀7‒1574
☎ 025‒224‒5111

８月24日（日） 高崎会場
群馬県　栃木県
長野県　新潟県
　　　

高崎ビューホテル
〒370-0815 群馬県高崎市柳川町70
☎ 027‒322‒1111

８月30日（土） 静岡会場
静岡県　山梨県
岐阜県　愛知県
神奈川県　　　

ホテルアソシア静岡
〒420-0851 静岡県静岡市葵区黒金町56
☎ 054‒254‒4141

期　　日 開催地 対象地域 会　場 ・ 住　所

８月31日（日） 名古屋会場

愛知県　滋賀県
岐阜県　京都府
静岡県　奈良県
三重県　石川県
和歌山県　福井県

名古屋クラウンホテル
〒460-0008 愛知県名古屋市中区栄1‒8‒33
☎ 052‒211‒6633

９月13日（土） 岡山会場

岡山県　香川県
広島県　愛媛県
兵庫県　高知県
鳥取県　徳島県
島根県　大阪府

ホテルサンルート岡山
〒700-0907 岡山県岡山市下石井1－3－12
☎ 086‒232‒2345

９月14日（日） 広島会場
広島県　岡山県
山口県　島根県
鳥取県　　　　 

アークホテル広島
〒732-0806 広島県広島市南区西荒神町1‒45
☎ 082‒263‒6363

10月５日（日） 東京会場 全都道府県
立正大学大崎校舎石橋湛山記念講堂
〒141-8602 東京都品川区大崎4‒2‒16
☎ 03‒3493‒6535

10月19日（日） 福岡会場

福岡県　熊本県
佐賀県　宮崎県
長崎県　沖縄県
大分県　山口県
鹿児島県

ホテルレガロ福岡
〒812-0044 福岡県福岡市博多区千代1‒20‒31
☎ 092‒651‒7611

　

平
成
20
年
度
の
父
兄
懇
談

会
は
、
左
記
の
通
り
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

各
対
象

地
域
の
皆
様
に
は
、
開
催
期

日
の
1
カ
月
前
に
案
内
状
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。 

な
お

対
象
地
域
外
の
会
場
に
ご
出

席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
開

催
1
カ
月
前
ま
で
に
直
接
本

会
事
務
局
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

平
成
20
年
度
父
兄
懇
談
会

開
催
計
画
一
覧
（
予
定
）

　

新
入
生
の
皆
様
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た

在
校
生
の
皆
様
は
気
持
ち
も
新

た
に
新
学
期
を

迎
え
た
と
思
い

ま
す
。
勉
学
に

ス
ポ
ー
ツ
に
励

み
、
学
長
の
提

言
す
る
「
モ
ラ

リ
ス
ト
×
エ
キ

ス
パ
ー
ト
」
を

目
指
し
、
有
意

義
な
学
生
生
活

を
楽
し
ん
で
下

さ
い
。

　

立
正
大
学
橘

父
兄
会
は
、
良

い
教
育
環
境
の

中
で
有
意
義
な

学
生
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
大

学
と
密
接
に
連

携
し
つ
つ
、
父

母
の
立
場
か
ら

大
学
の
充
実
・

発
展
に
向
け
て

提
言
や
支
援
・

協
力
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
例
は
次
の
通
り
で

す
。

　

①
学
生
に
対
し
て
、
課
外
活

動
の
ク
ラ
ブ
・
同
好
会
へ
の
活

動
費
援
助
、
秋
の
大
学
祭
や
体

育
祭
へ
の
開
催
費
援
助
、入
学
・

卒
業
の
記
念
品
贈
呈
。

　

②
大
学
に
対
し
て
、各
学
部
・

学
会
の
紀
要
や
論
集
の
刊
行
費

助
成
、
入
学
式
送
迎
バ
ス
の
援

助
、就
職
ガ
イ
ド
作
成
費
援
助
。

　

③
「
父
兄
懇
談
会
」
で
の
直

大学の花「橘」

〈チアダンスサークル・アショーカ〉
大学のイメージアップに貢献

望月翔太さんは2009年デフリンピック出場内定

〈吹奏楽部〉東京都吹奏楽コンクール銀賞受賞

〈
弓
道
部
〉
東
京
都
学
生
弓
道
連
盟
リ
ー
グ
戦
３
部
昇
格

〈グリークラブ〉全国合唱コンクールＢグループ銀賞受賞

〈
児
童
文
化
研
究
部
〉
地
方
公
演
で
活
躍

大学の発展へ支援・協力
橘父兄会会長　渡辺　貞応

接
大
学
の
先
生
方
と
の
生
活
、

成
績
、就
職
な
ど
の
個
人
面
接
。

　
「
父
兄
懇
談
会
」
は
本
年
も

大
崎
・
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
は
じ

め
青
森
・
秋
田
・
仙
台
・
新
潟
・

高
崎
・
静
岡
・
名
古
屋
・
岡
山
・

広
島
・
福
岡
の
12
会
場
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
の

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
協

力
を
得
て
11
月
の

学
園
祭
期
間
中
に

「
父
母
の
た
め
の

就
職
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

是
非
多
く
の
ご
父

母
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
、
橘

父
兄
会
奨
励
賞
を

設
け
、
広
く
学
生

を
対
象
と
し
た
学

術
・
ス
ポ
ー
ツ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
褒
章
も
行

い
、
５
月
の
定
期

総
会
で
受
賞
式
を

行
い
ま
す
。
本
学

の
シ
ン
ボ
ル
で
も

あ
る
青
々
し
た
橘

の
葉
の
ご
と
く
、

学
生
の
み
な
さ
ん

が
健
や
か
に
卒
業
ま
で
の
４
年

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

渡辺会長

　橘父兄会奨励賞  　橘父兄会奨励賞  
平成19年度受賞決まる平成19年度受賞決まる

　

橘
父
兄
会
で
は
学
術
、文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
、
慈
善
行
為
な
ど
で

活
躍
努
力
し
た
学
生
を
奨
励
し

て
い
る
。
平
成
19
年
度
奨
励
賞

は
次
の
団
体
、
個
人
に
贈
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
５
月
25
日

（
日
）
に
行
わ
れ
る
定
期
総
会

の
席
上
に
授
与
さ
れ
る
。

◆
優
秀
賞

▼
望
月
翔
太
さ
ん（
社
福
３
年
）

＝
全
国
ろ
う
あ
者
卓
球
選
手
権

大
会
で
優
勝
。

◆
努
力
賞

▼
洋
弓
部
・
大
野
佑
貴
さ
ん（
経

済
４
年
）
＝
全
日
本
学
生
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
の

優
秀賞

卓
球
・
望
月
さ
ん

男
子
リ
カ
ー
ブ
第
４
位
、
国
体

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
分
県

チ
ー
ム
リ
カ
ー
ブ
男
子
第
２

位
。

▼
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
＝
東
京
都
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
、
東
京
都

知
事
賞
受
賞
、
全
国
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
Ｂ
グ
ル
ー
プ
銀
賞
受

賞
。

▼
吹
奏
楽
部
＝
東
京
都
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
受
賞
。

◆
選
考
委
員
会
特
別
賞

▼
弓
道
部
・
塩
田
美
和
子
さ
ん

（
仏
教
３
年
）
＝
東
京
都
学
生

弓
道
連
盟
リ
ー
グ
戦
女
子
部
で

十
傑
6
位
、
皆
中
賞
受
賞
。

▼
橘
花
祭
実
行
委
員
会
＝
地
域

と
共
存
す
る
学
園
祭
を
目
指
し

30
年
ぶ
り
に
山
手
通
り
バ
レ
ー

ド
を
復
活
す
る
な
ど
大
学
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
。

▼
チ
ア
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
ア

シ
ョ
ー
カ
＝
課
外
活
動
の
応
援

や
品
川
区
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
多

数
参
加
し
大
学
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
貢
献
。

▼
児
童
文
化
研
究
部
＝
地
方
公

演
に
お
い
て
好
評
を
博
し
、
地

方
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
大
学
の

社
会
的
認
知
に
貢

献
。（
学
年
は
平

成
19
年
時
）

グ
リ
ー
と
洋
弓
・
大
野
さ
ん
課
外
活
動
顕
彰

最
優
秀
賞　
　

　

立
正
大
学
課
外
活
動
振
興
委

員
会
で
は
、
課
外
活
動
で
優
秀

な
成
績
を
上
げ
た
団
体
や
個
人

に
功
績
を
顕
彰
し
て
い
る
。
平

成
19
年
度
課
外
活
動
顕
彰
受
賞

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

最
優
秀
賞　

▼
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
＝
東
京
都
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞
、
東
京
都

知
事
賞
受
賞
、
全
国
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
Ｂ
グ
ル
ー
プ
銀
賞
受

賞
。

▼
洋
弓
部
・
大
野
佑
貴
さ
ん（
経

済
４
年
）
＝
全
日
本
学
生
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
個
人
選
手
権
大
会
男

子
リ
カ
ー
ブ
第
４
位
、
国
体

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
分
県

チ
ー
ム
リ
カ
ー
ブ
男
子
第
２
位
。

優
秀
賞

▼
水
泳
部
・
宮
川
梓
さ
ん
（
仏

教
４
年
）
＝
関
東
学
生
選
手
権

女
子
２
部
50
㍍
自
由
形
第
１
位

入
賞
、
全
日
本
学
生
選
手
権
大

会
出
場
。

▼
弓
道
部
・
塩
田
美
和
子
さ
ん

（
仏
教
３
年
）
＝
東
京
都
学
生

弓
道
連
盟
リ
ー
グ
戦
女
子
部
で

十
傑
６
位
、
皆
中
賞
受
賞
。

奨
励
賞　

▼
児
童
文
化
研
究
部
＝
地
方
公

演
に
お
い
て
好
評
を
博
し
、
地

方
紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
大
学
の

社
会
的
認
知
に
貢
献
。

▼
弓
道
部
（
女
子
）
＝
東
京
都

学
生
弓
道
連
盟
リ
ー
グ
戦
４
部

優
勝
。
3
部
昇
格

▼
水
泳
部
・
天
野
聖
子
さ
ん（
経

済
１
年
）
＝
関
東
学
生
選
手
権

女
子
２
部
４
０
０
㍍
自
由
形
第

５
位
入
賞
、
全
日
本
学
生
選
手

権
大
会
出
場
。

▼
剣
道
部
・
青
木
晃
一
さ
ん（
文

学
３
年
）
＝
埼
玉
学
生
剣
道
大

会
男
子
個
人
戦
優
勝
。

奨
励
賞　

▼
望
月
翔
太
さ
ん
＝
（
社
福
３

年
）
全
国
ろ
う
あ
者
卓
球
選
手

権
大
会
で
優
勝
。
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学
内
Ｉ
Ｔ
導
入
に
先
進
的
な
活
躍

祖父母や　　
兄弟まで来校
盛り上がる！

ＩＴは授業で盛りだくさんに学べます

♢
生
徒
の
会
話

生
徒
Ａ
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
を

学
校
へ
持
っ
て
き
た
ら

先
生
に
注
意
さ
れ
た
ん

だ
。
授
業
中
に
聞
い
て

い
な
い
し
、
他
人
に
迷

惑
も
か
け
て
い
な
い
の

に
、
な
ぜ
持
っ
て
き
て

は
い
け
な
い
の
か
な
」

生
徒
Ｂ
「
僕
も
先
日
、

友
達
か
ら
借
り
て
い
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
返
そ
う
と
思
っ
て
学
校
へ

持
っ
て
き
た
ら
、
注
意
さ
れ
て

取
り
上
げ
ら
れ
た
ん
だ
！
」

生
徒
Ａ
「
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
も
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
何
が
悪
い
の
か
な
？
」

　

時
々
で
す
が
こ
の
よ
う
な
会

話
を
耳
に
し
ま
す
。
な
ぜ
い
け

な
い
の
か
分
か
り
ま
す
か
。

　

ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
音
響

機
器
が
悪
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
ど
こ
で
使
う
の
か

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

新
入
学
を
迎
え
、
多
く
の
新

入
生
は
緊
張
と
戸
惑
い
の
日
々

を
送
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
初
々
し
い
姿
に
こ
ち
ら

も
改
め
て
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
が
す
る
。
朝
の
登
校
の
様
子

な
ど
は
春
の
清
々
し
い
季
節
に

と
て
も
よ
く
似
合
っ
て
い
る
光

景
で
あ
る
。

　

本
学
校
長
の
中
原
先
生
は
校

訓
の｢

行
学
二
道｣

を
生
徒
に

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に

常
に｢

親
切
・
勇
気
・
感
謝｣

を
生
徒
達
に
呼
び
か
け
て
い

る
。
新
入
生
の
皆
さ
ん
に
も
こ

の
言
葉
を
是
非
今
か
ら
行
動
に

結
び
つ
け
て
ほ
し
い
。

　

例
え
ば
通
学
中
、
車
内
で

座
っ
て
い
る
と
き
、
ハ
ン
デ
ィ

の
あ
る
人
を
見
か
け
た
ら
、

ち
ょ
っ
と
し
た
勇
気
を
も
っ
て

｢

ど
う
ぞ｣

の
一
声
を
か
け
て

み
よ
う
。
そ
の
結
果
、
相
手
か

ら
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
え
る
こ

と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
一
方
迷
惑

が
ら
れ
た
り
、
礼
の
ひ
と
言
も

も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と

も
多
々
あ
る
。

　

し
か
し
本
来
は
、
相
手
か
ら

感
謝
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、｢

席
を
譲

る｣

と
い
う
、
善
い
行
い
の
機

会
を
与
え
て
も
ら
え
た
こ
と
自

体
に
感
謝
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
仏
教
の
教
え
に
も
あ

る
と
、
五
木
寛
之
氏
も
『
人
間

の
関
係
』（
ポ
プ
ラ
社
）
で
述

べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、｢

感
謝
」

は
自
ら
が
相
手
に
感
謝
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

　

在
校
生
も
戸
惑
っ
て
い
る
新

入
生
を
見
か
け
た
ら
、｢

親
切
・

勇
気
・
感
謝｣

の
気
持
ち
を

も
っ
て
行
動
し
て
み
よ
う
。

き
っ
と
よ
り
充
実
し
た
日
々
が

送
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

新
た
に
物
事
を
始
め
る
の

に
、
絶
好
の
季
節
で
あ
る
。

　④iPod禁止

学習に必要か考える

　

父
親
の
仕
事
の
関
係
で
、
昨

年
４
月
に
中
国
の
鄭
州
か
ら
転

校
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
は
日
本
語
が
ま
っ
た
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一

生
懸
命
に
勉
強
し
て
、
今
で
は

日
常
会
話
も
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

立
正
の
印
象
は
先
生
と
生
徒

が
と
て
も
仲
良
く
、
勉
強
も
楽

し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

今
は
、
茶
道
部
で
日
本
の
伝

統
的
な
文
化
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
で
国
際
関
係
を
学
び
、

将
来
は
中
国
・
日
本
を
越
え
て
、

国
際
的
な
職
業
に
就
く
の
が
夢

で
す
。

　

昭
和
59
年
に
本
校
を
首
席
で

卒
業
し
て
都
留
文
科
大
学
へ
進

み
、
平
成
４
年
に
請
わ
れ
て
母
校

に
勤
務
し
ま
し
た
。

　

英
語
教
育
に
専
念
す
る
傍
ら

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連
に
力
を
注
ぎ
、

平
成
９
年
に
初
め
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
学
内
に
導
入
し
ま
し
た
。

同
年
、
赤
外
線
を
利
用
し
た
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
も
導
入
し
ま
し
た

英語科
 杉山　茂巳先生

国際的な　
職業を選ぶ

高
２　

朱　

睿
（
し
ゅ　

え
い
）
さ
ん

　

毎
年
２
月
中
旬
の
休
日
に
、

本
校
中
学
校
入
試
合
格
者
を
対

象
に
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
本
校
を
よ
く
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
交
流
会
で
す
。
部
活

動
体
験
、
昼
食
会
、
希
望
者
に

は
制
服
採
寸
な
ど
を
行
い
な
が

ら
生
徒
や
教
員
を
知
っ
て
い
た

だ
く
の
で
す
。
合
格
し
て
す
ぐ

に
入
学
手
続
き
を
す
る
の
で
は

な
く
、
他
の
学
校
と
比
べ
な
が

ら
じ
っ
く
り
学
校
選
び
を
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。（
手
続
き
の

締
切
は
２
月
末
日
で
す
）

　

こ
の
日
は
校
舎
全
体
が
新
鮮

な
空
気
に
包
ま
れ
、
在
校
生
は

小
学
６
年
生
の
よ
き
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
役
に
な
り
ま
す
。
合

格
し
た
本
人
や
保
護
者
の
方
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
祖
父
母
や

兄
弟
ま
で
一
緒
に
来
校
し
、
と

て
も
に
ぎ
や
か
な
会
に
盛
り
上

が
り
ま
す
。

　

ま
た
合
格
発
表
の
際
に
は
、

合
格
証
に
薔
薇
の
花
を
一
輪
添

え
て
学
校
長
か
ら
一
人
ひ
と
り

に
手
渡
さ
れ
る
の
も
、
本
校
独

自
の
形
態
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
受
験
生
も
急
増

し
、
本
校
の
存
在
が
認
知
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
卒
業
生
が
親
と

な
り
、
そ
の
子
ど
も
が
本
校
に

入
学
し
、
さ
ら
に
そ
の
弟
妹
が

入
学
し
て
く
る
と
い
う
好
循
環

も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
入
学
し
て
く
る
子

ど
も
・
保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
学
校
と

し
て
、
ま
た
子
ど
も
の
希
望
す

る
進
路
実
現
に
向
け
て
対
応
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
立
正

中
学
・
高
等
学
校
は
飛
躍
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

校
則
の
校
内
生

活
の
項
目
に
「
集

団
生
活
の
規
律
を

守
り
…
学
習
に
直

接
関
係
の
無
い
物

の
持
込
を
禁
止
す

る
」と
あ
り
ま
す
。

学
校
は
授
業
と
部
活
動
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
生
徒
の

か
ば
ん
に
は
お
弁
当
や
塾
の
テ

キ
ス
ト
、
読
み
か
け
の
小
説
な

ど
、
授
業
に
繋
が
ら
な
い
も
の

も
入
っ
て
い
ま
す
。

　

授
業
に
よ
っ
て
は
Ｆ
Ｄ
や
フ

ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ
ー
に
記
録
し

た
り
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
を

使
用
し
ま
す
か
ら
、
こ
れ
ら
を

持
ち
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

将
来
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
接
続

し
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
の
よ

う
な
Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
学
習
の
補
助
器

具
と
し
て
使
用
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら

の
音
響
機
器
が
悪
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
そ
れ
が
学
習
に

必
要
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
支
払
い
の
予
定
も
な

い
の
に
多
額
の
現
金
を
持
っ
て

き
た
り
、
お
弁
当
と
一
緒
に
お

菓
子
を
持
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ

と
は
校
内
生
活
に
直
接
結
び
つ

き
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
ゲ
ー
ム

機
器
を
持
参
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
気
分
転
換
が
は
か
れ

る
と
言
い
ま
す
が
、
学
校
で
は

身
近
に
多
く
の
友
達
が
い
る
の

で
す
か
ら
、
休
み
時
間
な
ど
に

友
達
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
気
分
を
入
れ
替
え

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。帰
宅
後
、

周
囲
に
友
人
が
い
な
い
環
境
で

は
ゲ
ー
ム
に
浸
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
「
登
下
校
の
暇
つ
ぶ
し
に
は

ど
う
だ
ろ
う
か
」
た
し
か
に
暇

つ
ぶ
し
に
は
な
る
で
し
ょ
う
。

で
も
、
公
共
の
乗
り
物
の
中
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
の
持
ち
主

が
同
席
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

お
互
い
の
気
持
ち
を
尊
重
し

あ
っ
て
出
来
る
限
り
静
か
に
す

ご
し
た
い
も
の
で
す
。
本
人
に

は
良
い
音
楽
で
も
、
ヘ
ッ
ド

フ
ォ
ン
か
ら
も
れ
る
シ
ャ
カ

シ
ャ
カ
音
は
周
り
の
人
に
は
迷

惑
な
音
で
す
。
他
者
の
身
に

な
っ
て
音
量
も
絞
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
通
学
時

に
は
長
時
間
乗
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
ら
我
慢
で
き
ま
す

ね
。
そ
う
す
る
と
ｉ
Ｐ
ｏ
ｄ
な

ど
の
音
響
機
器
や
ゲ
ー
ム
機
器

は
学
内
や
登
下
校
時
に
は
必
要

性
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
ね
。

　

学
校
で
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

学
習
活
動
を
考
え
る
と
、
持
参

し
て
も
使
う
と
き
が
あ
り
ま
せ

ん
。
学
習
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

ま
で
使
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
学
内
へ
の

持
ち
込
み
禁
止
の
大
き
な
理
由

だ
と
思
い
ま
す
。

が
、
当
時
に
し
て
は

画
期
的
な
取
り
組
み

で
、
全
国
の
学
校
関

係
者
が
施
設
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、翌
年
ノ
ー

ト
Ｐ
Ｃ
を
50
台
に
増

設
し
、Ｗｅ
ｂ
Ｔ
Ｖ（
簡

易
端
末
）
を
使
っ
て

担
任
と
家
庭
と
の
連

絡
や
宿
題
の
送
信
を
行
う
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
験
を
開

始
し
ま
し
た
。
各
メ
デ
イ
ア
か
ら

の
取
材
も
多
く
、
当
時
話
題
を

呼
び
ま
し
た
。　

　

以
後
、
教
室
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
以
外
で
の
パ
ソ

中学合格者に本校をよく知ってもらう

ウェルカムパーティーウェルカムパーティー

大盛会のウェルカムパーティー

ウェルカムパーティーは立正の雰囲気を充分
に理解していただくために行われます。ご家
族で参加してください

合格発表の際、合格者にバラが手渡されるの
も、本校の特色ある行事です

ＩＴと英語教育に心血を注ぐ杉山先生　

コ
ン
利
用

を
広
げ
て

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
ソ
フ
ト

環
境
を
さ

ら
に
充
実

さ
せ
て
、
生
徒
の
教
育
に
還
元
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

先
生
自
身
は
昨
年
ま
で
シ
ド

ニ
ー
工
科
大
学
大
学
院
で
英
語
教

授
法
を
学
ば
れ
、
９
月
に
修
士
課

程
を
修
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
校
の
教
育
に
心

血
を
注
い
で
い
き
た
い
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

昨秋シドニー工科大学大
学院で修士課程を修了さ
れた
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本
校
の
生
徒
の
多
く
が
県
外

出
身
で
す
。
中
学
の
時
か
ら
友

だ
ち
で
高
校
も
一
緒
と
い
う
生

徒
は
わ
ず
か
で
す
。
生
徒
た
ち

は
高
校
入
学
後
に
新
た
な
友
だ

ち
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
電
子
メ
デ
ィ

ア
の
普
及
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
昔
と
は
「
友
だ
ち
」
の
存

在
と
い
う
も
の
が
違
う
の
で
は

な
い
か
と
思
い
、
本
校
の
生
徒

家
族
み
た
い
な

　

空
気
み
た
い
な

の
「
友
だ
ち
」
の
あ
り
方
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

Ｑ　

友
だ
ち
を
作
る
時
の
き
っ

か
け
や
決
め
手
は

Ａ　

オ
ー
ラ
や
雰
囲
気
が
自
分

と
似
て
い
る
よ
う
に
思
い
、
声

を
か
け
る
／
受
験
の
時
や
入
学

式
の
時
な
ど
、
初
め
て
隣
に

な
っ
た
人
に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を

聞
く
／
裾
を
踏
ん
で
話
す
き
っ

か
け
を
作
る

Ｑ　

小
中
学
校
の
時
と
友
だ
ち

を
選
ぶ
基
準
は
変
わ
っ
た
？

Ａ　

う
わ
べ
で
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、
中
身
を
重
視
し
て
選

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
／
10
人
の
友

だ
ち
よ
り
も
１
人
の
親
友
を
大

事
に

Ｑ　

友
だ
ち
と
喧
嘩
し
た
時
は

ど
う
し
て
い
る
？

Ａ　

自
分
が
悪
か
っ
た
場
合
、

素
直
に
謝
っ
て
元
の
よ
う
に
友

だ
ち
と
し
て
過
ご
す
／
一
時
距

離
を
置
い
て
、
冷
静
に
な
っ
て

か
ら
思
っ
て
い
る
こ
と
を
全
て

話
し
合
い
、
お
互
い
理
解
し
認

め
合
い
、
ま
た
友
だ
ち
と
し
て

付
き
合
う

Ｑ　

友
だ
ち
に
求
め
る
も
の
は

Ａ　

包
容
力
／
安
心
感
／
優
し

さ
／
厳
し
さ
／
嘘
を
つ
か
な
い

Ｑ　
「
友
だ
ち
」
と
は
？

Ａ　

家
族
み
た
い
で
兄
弟
姉
妹

の
よ
う
な
存
在
／
空
気
み
た
い

な
存
在
（
い
て
当
た
り
前
の
存

在
）
／
宝
物

　

今
回
限
ら
れ
た
質
問
事
項
に

も
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な
真
剣
に

考
え
、
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
見
る
と
、
高
校

生
に
と
っ
て
友
だ
ち
と
は
遊
ぶ

だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
よ
り

相
互
の
こ
と
を
理
解
し
よ
う
と

し
、
お
互
い
に
高
め
あ
え
る
存

在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

本
当
に
自
分
に
と
っ
て
必
要

と
す
る
存
在
で
あ
る
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
、
し
っ
か
り
と

見
極
め
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
卒
業
す
る
と
ま
た
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
か
ら
こ
そ
、
一
人
ひ

と
り
の
友
だ
ち
を
大
切
に
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

●友だちを作る時のきっかけ
雰囲気が自分と似ている

●友だちを選ぶ基準
うわべでなく中身を重視

友だちって なあーに？友だちって なあーに？
県外出身多い本校生徒にアンケート

友とは？

中国大会の出場選手たち

今
後
の
練
習
に
大
き
な
影
響　

　
　

空
手
道
部 

中
国
高
校
選
抜
に
出
場

　

１
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
山

口
県
の
長
門
市
で
行
わ
れ
た
第

21
回
中
国
高
等
学
校
空
手
道
選

抜
大
会
で
、
本
校
空
手
道
部
は

男
子
団
体
及
び
個
人
組
手
の
部

と
女
子
個
人
組
手
の
部
に
島
根

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し

た
。

　

団
体
組
手
で
は
、
本
校
は
岡

山
の
強
豪
校
で
あ
る
岡
山
関
西

高
校
と
あ
た
り
、
全
く
歯
が
立

た
な
い
と
い
う
結
果
に
終
わ
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
個
人
戦
で
は
、
２

年
生
の
宮
崎
君
が
岡
山
県
代
表

の
朝
日
高
校
の
選
手
と
あ
た

り
、
１
回
戦
突
破
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

宮
崎
君
の
持
ち
味
を
充
分
に

活
か
す
こ
と
で
、
１
勝
へ
と
繋

が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
中
国
大
会
の

壁
は
厚
く
、
２
回
戦
で
は
ま
た

し
て
も
山
口
県
の
中
国
大
会
常

連
校
で
あ
る
高
水
高
校
の
選
手

と
あ
た
り
、
十
分
な
試
合
を
さ

せ
て
も
ら
う
こ
と
さ
え
で
き
な

い
状
態
で
し
た
。

　

女
子
の
個
人
戦
で
も
１
年
生

の
今
西
さ
ん
が
健
闘
し
ま
し
た

が
、
１
回
戦
敗
退
と
な
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
全
国
に
繋
が
る
も
の

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

一
人
ひ
と
り
が
中
国
大
会
で
の

迫
力
や
チ
ー
ム
の
団
結
力
を
目

の
当
た
り
に
す
る
こ
と
で
、
今

後
の
練
習
に
大
き
な
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
た
大
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

熱気込もる校内百人一首大会

　

本
校
で
は
毎
年
３

月
に
、
校
内
百
人
一

首
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
体
育
館
に

畳
を
敷
き
、
寒
さ
の

残
る
中
、
白
熱
し
た

戦
い
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

小
中
学
校
の
中
に

は
「
百
人
一
首
を
覚

え
る
」
と
い
う
こ
と

を
や
っ
て
い
る
学
校

も
多
い
よ
う
で
す

が
、
高
校
に
な
る
と

な
か
な
か
そ
う
い
う

機
会
も
な
く
、
本
校

な
ら
で
は
の
大
会
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
こ
の

日
ま
で
に
百
人
一
首

の
う
ち
の
50
首
を
覚

え
ま
す
。
朝
礼
時
に

小
テ
ス
ト
も
し
な
が

ら
日
々
覚
え
る
句
を

増
や
し
、
大
会
当
日

に
臨
み
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
自
分
の
覚
え
た

札
だ
け
は
絶
対
に
取
る
と
い
う

強
い
意
志
が
み
な
ぎ
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ざ
そ
の
句
が
詠
ま
れ

る
と
ふ
い
に
取
れ
な
く
て
残
念

そ
う
な
表
情
を
見
せ
る
生
徒
も

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
各
班
の
中
で
１

位
の
生
徒
ば
か
り
を
集
め
た
と

こ
ろ
、
畳
の
上
は
、
闘
志
を
燃

や
し
た
熱
い
戦
い
の
場
と
な

り
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
風

景
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
ぐ
ら
い
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
昔
の
遊
び
を
高

校
生
に
な
っ
て
改
め
て
す
る
こ

と
で
、
生
徒
た
ち
も
古
文
の
授

業
で
勉
強
し
た
人
物
の
和
歌
な

ど
が
出
て
く
る
と
親
近
感
が
わ

き
、
中
学
校
ま
で
と
は
ま
た

違
っ
た
感
覚
で
覚
え
ら
れ
る
よ

う
で
、
百
人
一
首
の
本
当
の
楽

し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

朝礼時もテスト　覚える句増やす

白
熱
す
る
戦
い

校
内
百
人
一
首

"お兄さん"に質問を繰り出す園児

保育園・幼稚園と交流

本
校
2
年
生
が
優
し
い

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に

　

２
年
生
が
家
庭
科
の
保
育
の

授
業
の
一
環
と
し
て
、
本
校
の

近
辺
に
あ
る
保
育
園
や
幼
稚
園

に
行
き
、
半
日
園
児
た
ち
と
の

交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
交
流
に
行
く
前
に
子

ど
も
た
ち
と
遊
ぶ
た
め
の
手
作

り
お
も
ち
ゃ
を
作
成
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

当
日
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

生
徒
も
い
れ
ば
、
子
ど
も
が
苦

手
で
行
く
の
を
と
て
も
嫌
に

思
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
行
っ
て
見
る
と
、

純
粋
無
垢
な
園
児
た
ち
に
不
安

を
取
り
除
か
れ
、
あ
っ
と
い
う

間
の
半
日
に
な
り
ま
し
た
。

　

交
流
か
ら
戻
っ
て
き
た
生
徒

の
顔
は
優
し
い
お
兄
さ
ん
、
お

姉
さ
ん
の
表
情
に
な
っ
て
お

り
、
ひ
と
回
り
大
き
く
な
っ
た

よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
だ
け
で
な
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
こ

と
で
毎
週
木
曜
日
の
16
時

か
ら
２
時
間
、
延
長
保
育

の
園
児
た
ち
と
一
緒
に
遊

ん
だ
り
、
絵
本
を
読
ん
だ

り
し
て
子
ど
も
と
触
れ

合
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
と
の
関
わ
り
合

い
方
や
、
園
児
た
ち
が
喧

嘩
し
た
時
の
対
処
法
を
自

ら
身
を
も
っ
て
考
え
対
応

す
る
こ
と
で
、
日
々
勉
強

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

遊んでもらうのも順番待ち？
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＊
３
代
目
跡
取
り
と
し
て
奮
闘

中
の
富
田
宗
一
郎
さ
ん
に
お
聞

き
し
ま
す

【「
伊
勢
定
」
さ
ん
の
特
長
は
】

　

お
昼
の
お
客
様
の
鰻
は
朝

に
、
夜
の
お
客
様
の
鰻
は
夕
方

に
活
鰻
を
裂
く
こ
と
を
信
条
と

し
た
、
関
東
風
の
蒸
し
た
柔
ら

か
い
蒲
焼
き
専
門
店
で
す
。

【
老
舗
の
ご
家
業
を
継
ぐ
と
き

の
決
意
は
】

　

祖
父
が
戦
後
す
ぐ
に
苦
労
し

て
開
い
た
本
店
を
味
一
筋
で
守

り
続
け
、
父
の
代
で
は
デ
パ
ー

ト
各
社
か
ら
出
店
要
請
を
受
け

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

代
で
は
伝
統
を
守
り
つ
つ
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
模
索
し
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

【
修
業
や
家
伝
を
継
承
す
る
苦

労
は
】

　

幸
い
に
も
人
様
よ
り
多
く
鰻

を
食
す
機
会
に
は
恵
ま
れ
ま
し

た
が
、
た
と
え
跡
取
り
で
も
修

業
は
ゼ
ロ
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　
「
仕
事
は
目
で
盗
め
！
」
と

い
う
こ
と
で
鍋
釜
洗
い
を
何
年

も
続
け
、
よ
う
や
く
鰻
を
触
ら

せ
て
も
ら
い
、
怒
ら
れ
な
が
ら

修
業
し
た
日
々
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
の
夢
や
希
望
は
】

　

鰻
は
本
州
の
蒸
す
関
東
風
、

蒸
さ
な
い
関
西
風
、
九
州
の
セ

イ
ロ
蒸
し
な
ど
各
種
調
理
法
が

あ
り
面
白
い
食
材
で
す
。
本
当

に
美
味
し
い
鰻
料
理
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
に
専
門
店
の
一
員

と
し
て
普
及
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。

【
親
子
で
話
す
大
学
の
話
題
は
】

　

父
は
中
学
か
ら
五
反
田
通
学

な
の
で
、
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
周

辺
の
寄
り
道
話
の
大
先
輩
で
す

ね
。
ま
た
、
父
は
野
球
部
、
私

は
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ
な
の
で
、
大

学
の
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と

が
よ
く
話
題
に
な
り
ま
す
。

【
大
学
在
学
中
の
思
い
出
は
】

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
当
時
の

仏
教
学
部
は
２
年
生
ま
で
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
身
に
し
み
る

冬
の
寒
さ
と
、
１
２
０
周
年
記

念
事
業
で
改
装
工
事
中
だ
っ
た

迷
路
の
よ
う
な
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
は
思
い
出
深
い
で
す
。

　

ま
た
在
学
中
は
父
の
同
級
生

の
教
職
員
さ
ん
が
多
く
、
デ
キ

の
悪
か
っ
た
私
に
は
結
構
辛
か

大
木
重
雄
（
昭
和
43
年
文
学
研

究
科
英
文
学
専
攻
修
了
）

「
詩
集　

山
谷
堀
寸
描
」
ダ
ニ

エ
ル
社
☎
０
３
（
３
７
５
３
）

６
４
２
１
／
１
５
７
５
円

【
こ
の
業
界
を
選
ば
れ
た
理
由

は
】

　

大
学
卒
業
当
時
の
Ⅰ
Ｔ
業
界

は
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
く
と
も
、

将
来
性
は
注
目
さ
れ
て
い
た
の

で
人
材
募
集
の
企
業
が
多
く
、

就
職
し
易
か
っ
た
と
い
う
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
元
々
、

仕
事
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
、
業
界
、
人
間
模
様
を
知
り
、

そ
れ
ら
に
何
ら
か
の
よ
い
影
響

を
与
え
ら
れ
る
仕
事
が
し
た
い

と
漠
然
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

【
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ（
転
職
）の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
】

　

与
え
ら
れ
た
仕
事
を
こ
な
す

だ
け
で
は
、
面
白
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
自
分
に
向
い
て
い
る
か

は
、
３
年
以
上
必
死
に
頑
張
っ

た
上
で
、
分
析
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

転
職
の
メ
リ
ッ
ト
は
チ
ャ
ン

ス
や
可
能
性
の
広
が
り
で
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
捉
え
方
次
第
で

す
が
、
労
力
は
同
じ
会
社
で
重

ね
る
キ
ャ
リ
ア
の
数
倍
で
す

し
、
前
述
し
た
３
年
以
上
の
経

験
を
一
か
ら
や
り
直
す
強
固
な

覚
悟
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
日
本
企
業
、
外
資
系
企
業
の

大
き
な
違
い
は
】

　

外
資
系
企
業
は
自
由
と
自
己

裁
量
権
が
日
本
企
業
に
比
べ
各

段
に
大
き
い
で
す
。
反
面
、
責

任
も
重
く
、
日
本
企
業
で
一
般

的
な
、
労
働
時
間
で
の
賃
金
支

払
い
の
考
え
方
は
通
用
せ
ず
、

Pay for Perform
ance

が
常

識
の
厳
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

【
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
本
社
の
あ

る
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
る
会
議

の
内
容
や
感
想
は
】

　

当
社
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で

す
の
で
、
会
計
年
度
初
め
の
事

業
計
画
発
表
時
に
は
世
界
中
の

セ
ー
ル
ス
及
び
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
担
当
数
万
人
が
一
堂
に
会
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
平
成
17
年
の
ア
ト
ラ
ン
タ

開
催
の
際
に
は
、
新O

S

の
名

称
が"W

indow
s V
ista"

と
発
表

さ
れ
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

こ
と
に
興
奮
を
覚
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ

ー
が
約
１
万
人
参
加
す
る
総
会

は
、
世
界
標
準
の
技
術
動
向
を

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
認
識

し
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
だ
と

参
加
の
た
び
に
感
じ
ま
す
。

【
こ
こ
ま
で
自
分
を
育
て
て
き

た
も
の
は
】

　

毎
日
、
逃
げ
出
し
た
く
な
っ

た
り
、
う
ま
く
い
き
そ
う
に
な

い
こ
と
ば
か
り
で
、
意
志
の
弱

さ
に
辟
易
し
た
り
、
自
分
よ
り

日本橋「伊勢定」の前に立つ
蓮右衛門さん（右）と宗一郎さん

マイクロソフト四国支社で楠瀬博文支店長

優
れ
た
人
々
の
中
で
溺
れ
そ
う

な
怖
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

で
も
、
逃
げ
な
い
こ
と
が
失

敗
を
乗
り
越
え
る
近
道
だ
と
思

い
ま
す
。
日
々
の
仕
事
を
通
じ

て
成
長
し
続
け
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
大
学
在
学
中
の
思
い
出
は
】

　

本
学
熊
谷
図
書
館
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
で
す
。
夜
間
の
数
時
間

で
し
た
が
、
当
時
の
大
学
職
員

の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
今
で

も
旧
交
を
暖
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
欠
席
・
代
返
不
可
の

月
曜
１
限
目
・
経
営
学
部
必
修

科
目
の
授
業
に
出
る
た
め
超
満

員
電
車
を
経
験
し
た
こ
と
で
、

東
京
で
の
就
職
を
諦
め
て
し
ま

い
ま
し
た
。（
田
舎
者
で
す
の

で
）
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
授
業
で

学
ん
だ
内
容
は
社
会
人
に
な
っ

て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

【
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

こ
れ
ば
か
り
は
、
社
会
に
出

て
後
悔
し
な
い
と
分
か
ら
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
在
学
中
よ
く

勉
強
し
て
お
い
た
方
が
、
将
来

と
て
も
楽
で
す
。
そ
し
て
学
生

生
活
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

（
昭
和
63
年
経
営
学
部
経
営
学

科
卒
業
）

私
と
母
校

私
と
母
校

富
田
蓮
右
衛
門
さ
ん
、
宗
一
郎
さ
ん

「
仕
事
は
目
で
盗
め
」
で
修
業

っ
た
で
す
（
笑
）。

【
在
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

大
学
は
一
生
つ
き
あ
え
る
人

生
の
先
輩
や
友
を
得
る
最
良
の

場
で
す
。文
武
両
道
に
勤
し
み
、

楽
し
く
学
生
生
活
を
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。

（
平
成
４
年
仏
教
学
部
仏
教
学

科
卒
）

＊
お
父
様
の
富
田
蓮
右
衛
門
さ

ん
に
お
聞
き
し
ま
す

【
長
く
野
球
部
後
援
会
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
立
正
大
学

を
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
大
学
へ
の
思
い
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
】

　

私
は
中
学
・
高
校
・
大
学
の

10
年
間
、
日
本
橋
か
ら
大
崎
へ

通
い
ま
し
た
。
石
橋
湛
山
学
長

の
頃
で
す
。
大
学
入
学
後
す
ぐ

に
仲
間
と
硬
式
野
球
部
を
設

立
。
４
年
生
の
時
、
首
都
大
学

リ
ー
グ
か
ら
の
誘
い
を
お
断
り

し
、
東
都
大
学
リ
ー
グ
に
残
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
行
学
の
二
道
と

ス
ポ
ー
ツ
の
心
を
両
立
さ
せ
、

国
の
為
、
そ
し
て
地
元
の
為
に

も
役
立
つ
学
園
に
発
展
し
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
昭
和
36
年
経
済
学
部
経
済
学

科
卒
）

大
野
渉
（
平
成
３
年
文
学
研
究

科
英
米
文
学
専
攻
修
了
）

「
歴
史
に
も
し
は
有
り
得
る

か
？
」
鳥
影
社
☎
０
３
（
５
９

４
８
）
６
４
７
０
／
１
８
９
０
円

金
野
静
一
（
昭
和
37
年
文
学
研

究
科
社
会
学
専
攻
修
了
）

「
平
泉
物
語　

藤
原
氏
四
代
の

盛
衰
」
㈱
熊
谷
印
刷
出
版
部
☎

０
１
９
（
６
５
３
）
４
１
５
１

／
１
８
０
０
円

「
み
ち
の
く
民
話
草
紙
」
河
北

印
刷
㈱
☎
０
１
９（
６
２
３
）４
２

５
６
／
１
５
０
０
円

斎
藤
純
（
昭
和
55
年
文
学
部
哲

学
科
卒
）

「
ペ
ダ
リ
ス
ト
宣
言
！　

40
歳

か
ら
の
自
転
車
快
楽
主
義
」

日
本
放
送
出
版
協
会
☎
０
５
７

０
（
０
０
０
）
３
２
１
／
７
３

５
円

親子で鰻の老舗守る

自己裁量権大きい外資系
マイクロソフト四国支店長　楠瀬博文さん

卒業生の新刊

共に立正の体育会育ち

〔
富
田
さ
ん
親
子
〕

　

富
田
蓮
右
衛
門
さ
ん
と
宗
一
郎
さ
ん
親
子
は
と
も
に
立
正
大
学

卒
業
生
で
体
育
会
出
身
。
ま
た
創
業
65
年
の
東
京
日
本
橋
の
鰻
屋

「
伊
勢
定
」
の
暖
簾
を
３
代
に
わ
た
っ
て
守
り
続
け
て
い
る
。

【
楠
瀬
博
文
さ
ん
】

　

立
正
大
卒
業
後
、
故
郷
高
知
県
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
。
四
国
内
の

地
方
自
治
体
向
け
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
販
売
に
従
事
。
そ
の
後
、
自

治
体
向
け
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
特
化
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
に
転
職
。

平
成
12
年
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
㈱
に
就
職
。
昨
年
４
月
、
四
国
支
店
長
。
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平成20年度同窓会定期総会

5月31日㈯ 目黒雅叙園で

「藤原氏と平泉文化」
岩手県支部総会・講演会

平成20年度千葉県支部
総会及び佐倉七福神
巡り開催のお知らせ




















































秀吉の子育ては？
山口県支部総会・講演会

　

平
成
20
年
度
立
正
大
学
同
窓

会
定
期
総
会
を
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
近
郊
の
目
黒
雅
叙
園
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

開
催
日

５
月
31
日
（
土
）

会
場

目
黒
雅
叙
園　

東
京
都
目
黒
区

下
目
黒
１
―
８
―
１

　

平
成
19
年
度
岩
手
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
11
月
17
日
に
サ

ン
セ
ー
ル
盛
岡
で
開
催
し
ま
し

　

平
成
19
年
度
長
野
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
11
月
17
日
に
上

田
市
祥
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
常
田
軍
三
氏
（
真

田
氏
歴
史
研
究
家
）に
よ
る「
大

河
ド
ラ
マ
風
林
火
山
の
背
景
―

信
玄
と
勘
助
と
幸
隆
―
」。

　

07
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
主

人
公
の
山
本
勘
助
は
、
そ
も
そ

も
実
在
を
疑
問
視
さ
れ
て
い
ま

　

平
成
19
年
度
山
口
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
12
月
１
日
に
防

府
市
の
サ
ル
ビ
ア
ホ
テ
ル
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
脇
正
典
（
防
府
市

史
談
会
会
長
）
氏
に
よ
る
「
戦

国
期
武
将
の
育
児
」。

　

豊
臣
秀
吉
や
毛
利
元
就
の
子

育
て
の
様
子
を
伝
え
る
手
紙
文

の
解
説
で
は
、
秀
吉
の
手
紙
文

の
最
初
が
、
息
子
の
秀
頼
を
厳

し
く
育
て
る
よ
う
に
命
じ
て
い

る
の
に
、
だ
ん
だ
ん
甘
く
な
る

と
い
う
、
大
変
面
白
い
内
容
で

し
た
。

　

来
年
度
以
降
の
講
演
会
で
続

編
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
長　

豊
田　

滋
）

開
催
日　

５
月
17
日
（
土
）

集
合　

10
時
・
京
成
線
佐
倉
駅

参
加
費　

千
円

総
会
会
場　

玉
家　

お
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局
長

　

中
村　

☎
０
９
０
（
３
２
５

９
）
６
１
６
０
℻
０
４
３
（
２

９
２
）
４
０
９
２

　

10
月
18
（
土
）・
19
日
（
日
）

に
東
京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千

葉
県
支
部
の
合
同
企
画
と
し

て
、
秋
の
一
泊
旅
行
「
日
蓮
聖

　

平
成
19
年
度
山
形
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
11
月
10
日
に
米

沢
市
の
ホ
ー
ム
サ
ム
イ
ン
小
野

川
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

支
部
活
動
の
活
性
化
と
、
多

く
の
皆
様
と
の
出
会
い
を
求
め

た
山
形
県
温
泉
地
巡
り
の
移
動

支
部
総
会
は
、
小
野
川
温
泉
で

３
回
目
を
迎
え
、
次
回
平
成
20

年
度
は
９
月
６
日
（
土
）
に
天

童
温
泉
開
催
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
講
演
会
は
野
尻
侃
氏

（
山
形
県
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー

勤
務
・
昭
和
46
年
文
学
部
史
学

科
卒
）
に
よ
る
「
山
形
県
の
む

か
し
」。

　

山
形
県
置
賜
地
域
の
遺
跡
を

中
心
と
し
た
縄
文
時
代
の
人
々

の
１
年
間
の
生
活
を
絵
に
し
た

資
料
を
見
な
が
ら
、
興
味
深
い

歴
史
の
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
長　

秋
葉　

良
一
）

　

平
成
19
年
度
埼
玉
県
支
部
総

会
・
講
演
会
は
平
成
20
年
１
月

15
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
東

海
大
学
校
友
会
館
で
行
い
、
講

演
会
は
東
京
都
支
部
及
び
経
済

◆
支
部
同
窓
会

総
会・講
演
会
等

群
馬
県
1
月
26
日
高
崎
ア
ー
バ

ン
ホ
テ
ル
・
講
演
会
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
」
小
野
文

珖
氏
・
千
葉
県
５
月
17
日
玉
家
・

佐
倉
七
福
神
巡
り
・
岐
阜
県
２

月
６
日
・
滋
賀
県
３
月
９
日
ひ

ょ
う
た
ん
や
・
宮
崎
県
２
月
23

日
ホ
テ
ル
マ
リ
ッ
ク
ス

行
事　

神
奈
川
県
３
月
15
日
平

成
19
年
３
月
卒
業
生
を
歓
迎
す

る
会
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
合
同
企
画
10

月
18
・
19
日
秋
の
一
泊
研
修
旅

行
日
蓮
聖
人
の
軌
跡
と
南
総
里

見
八
犬
伝
を
訪
ね
て

◆
学
部
同
窓
会

総
会・講
演
会
等

文
学
部
５
月
10
日
大
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
第
５
（
Ａ
）
会
議
室
（
予

定
）・
講
演
会
「
江
戸
の
教
育

事
情
」
石
山
秀
和
氏
・
経
済
学

部
３
月
15
日
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
・
講
演
会
「
人
生
の
教
訓
」

古
山
祥
道
氏

 

（
08
年
２
月
20
日
現
在
）

目黒雅叙園

舞扇・夢扇の間

常田氏の興味深い話に聞き入る

金野氏は遺体調査に参加

し
た
。
と
こ
ろ
が
69
年
大
河
ド

ラ
マ
「
天
と
地
と
」
を
見
て
い

た
北
海
道
釧
路
市
の
市
河
さ
ん

が
、
ド
ラ
マ
に
出
る
武
田
信
玄

の
花
押
と
、
自
宅
に
残
る
山
本

菅
助
（
勘
助
）
の
名
が
あ
る
古

文
書
の
花
押
が
似
て
い
る
と
気

づ
き
鑑
定
し
た
結
果
、
本
物
と

判
明
。

　

な
ぜ
信
玄
の
古
文
書
が
北
海

【
定
期
総
会
】

受
付　

正
午

開
会　

午
後
１
時
〜
5
時

会
場　

２
階　

舞
扇
の
間

【
定
期
総
会
記
念
公
演
】

三
遊
亭
神
楽
さ
ん
（
平
成
４
年

法
学
部
卒
業
生
の
噺
家
・
昨
年

真
打
昇
進
）
に
よ
る
落
語
会

【
懇
親
会
】

開
会　

 

午
後
５
時
30
分
〜
７
時

30
分

会
場　

２
階　

夢
扇
の
間

会
費
29
歳
以
下
の
方=

３
千
円

　
　

30
歳
以
上
の
方=

６
千
円

＊
参
加
お
申
し
込
み
方
法
な
ど

詳
細
は
、同
封
の
同
窓
会
報『
た

ち
ば
な
94
号
』
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

た
。

　

講
演
会
は
金
野
静
一
氏
（
元

岩
手
県
立
博
物
館
長
・
昭
和
37

年
文
学
研
究
科
社
会
学
専
攻
修

了
）
に
よ
る
「
藤
原
氏
と
平
泉

文
化
」。

　

昭
和
25
年
の
平
泉
・
奥
州
藤

原
氏
の
遺
体
調
査
に
金
野
氏
が

助
手
と
し
て
参
加
し
た
時
、
藤

原
秀
衡
の
遺
体
を
見
た
作
家
の

大
佛
次
郎
氏
が
「
お
お
、
北
方

の
王
者
。
九
郎
判
官
義
経
を
か

く
ま
っ
た
北
方
の
王
者
」
と
述

べ
た
こ
と
を
印
象
深
く
記
憶
し

て
い
る
等
、
史
実
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
興
味
深
い
話
で
し

た
。

　

金
野
氏
は
現
在
、
朝
日
新
聞

岩
手
県
版
に
「
東
北
戊
辰
史
」

を
連
載
中
で
、
多
数
の
著
書
も

あ
り
ま
す
。（
10
ペ
ー
ジ
卒
業

生
の
新
刊
参
照
）

 

（
事
務
局
長　

及
川　

明
彦
）

絵
資
料
で
歴
史
を
学
ぶ

　
　

山
形
県
支
部
総
会
・
講
演
会

「
風
林
火
山
」
背
景
語
る

　
　

長
野
県
支
部
総
会
・
講
演
会

山形県の「むかし」を話す野尻氏

道
に
あ
る
の
か
調
査
し
た
と
こ

ろ
、
市
河
さ
ん
の
祖
先
は
長
野

県
栄
村
の
豪
族
で
、
明
治
維
新

で
屯
田
兵
と
し
て
北
海
道
に
渡

っ
て
い
た
と
分
か
り
、
市
河
さ

ん
が
本
物
の
古
文
書
を
持
っ
て

い
て
も
お
か
し
く
な
い
と
の
判

断
か
ら
、
山
本
勘
助
の
実
在
が

証
明
さ
れ
た
等
、
興
味
深
い
話

で
し
た
。

　

講
演
会
案
内
を
地
元
紙
に
掲

載
し
た
た
め
一
般
市
民
の
参
加

も
あ
り
大
盛
会
で
し
た
。　

 

（
事
務
局
長　

中
澤　

哲
也
）

人
の
軌
跡
と
南
総
里
見
八
犬
伝

を
訪
ね
て
」（
参
加
費
約
２
万

円
）
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

 

（
事
務
局
長　

中
村　

覚
治
）

学
長
講
演
「
氷
が
消
え
る
」

　
　

埼
玉
県
支
部
総
会
・
講
演
会

学
部
同
窓
会
と
の
合
同
新
年
会

の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
し

た
。

　

特
別
企
画
の
講
演
会
は
髙
村

弘
毅
本
学
学
長
に
よ
る
「
キ
リ

マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
氷
が
消
え

る
！
―
野
生
動
物
達
の
水
が
危

う
い
―
」。

　

髙
村
学
長
が
撮
影
さ
れ
た

数
々
の
写
真
を
示
し
な
が
ら

「
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
山
の
氷
雪

が
20
年
後
に
は
消
失
し
、
生
態

系
に
大
き
な
変
化
が
惹
起
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
」
と
の
内

容
で
、
世
界
規
模
に
広
が
る
環

境
破
壊
を
真
摯
に
考
え
さ
せ
ら

れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
事
務
局
長　

古
山　

祥
道
）

学長がスライドを使って講演

支
部
・
学
部
の
行
事
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お問い合わせ先
立正大学入試センター
03-3492-6649

キャリアサポートセンターが3月に実施した「面接セミナー」。
企業の人事担当者が来校し３年生を模擬面接

⑬

『
キ
ャ
リ
ア
開
発
基
礎
講
座
Ⅰ
』へ

　
　

思
わ
ぬ
自
己
発
見
も

自由な時間の使い方自由な時間の使い方
ヒントを教えます！ヒントを教えます！

　

新
入
生
の
皆
様
、
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
４
年
間
の
学
生
生

活
を
ど
う
送
る
か
、
不
安
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
自

由
な
時
間
の
使
い
道
に
困
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

｢

人
生
を
大
切
に
思
う
な
ら

時
間
を
無
駄
に
使
わ
な
い
こ
と

だ
。
時
間
こ
そ
人
生
を
形
づ
く

る
材
料
な
の
だ
か
ら｣

米
国
の

政
治
家
で
科
学
者
で
も
あ
っ
た

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
言
葉
で
す
。

人
生
を
学
生
生
活
に
置
き
換
え

て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。　

　

時
間
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
ス

ピ
ー
ド
が
ち
が
い
ま
す
。
英
国

の
劇
作
家
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

劇
「
お
気
に
召
す
ま
ま
」
に
こ

ん
な
セ
リ
フ
が
あ
り
ま
す
。「
き

み
、
時
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
間
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
速
さ
で
走
る
も
の
な
の

だ
よ
」
つ
ま
り
大
学
４
年
間
と

い
う
時
間
は
そ
の
人
の
過
ご
し

方
に
よ
っ
て
、
時
間
は
長
く
も

短
く
も
な
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

漠
然
と
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
る
と
、
時
間
も
だ
ら
だ
ら
と

流
れ
て
い
き
ま
す
。
だ
ら
だ
ら

し
た
生
活
は
楽
で
す
が
、
そ
の

後
に
く
る
も
の
は
「
も
っ
と
充

実
し
た
大
学
生
活
を
送
れ
ば
よ

か
っ
た
と
」
と
い
う
後
悔
で

し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
日
々
を
送
ら
な
い
た

め
に
、
こ
の
自
由
な
時
間
の
使

い
方
の
ヒ
ン
ト
を
教
え
て
く
れ

る
授
業
が
立
正
大
学
に
あ
る
の

を
お
教
え
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
『
キ
ャ

リ
ア
開
発
基
礎
講
座
Ⅰ
』
と
い

う
科
目
で
す
。

　

１
年
生
対
象
の
半
期
12
回
の

授
業
科
目
で
す
が
、｢

大
学
で

何
を
ど
う
学
ぶ
か
考
え
て
み
よ

う｣

、｢

大
学
生
活
を
、
ど
う

充
実
さ
せ
る
か｣

、｢

専
攻
を

い
か
し
た
進
路
研
究｣

、｢

会

話
に
よ
る
自
己
表
現
法｣

な
ど

を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

形
式
で
授
業
は
進
み
ま
す
。

　

ア
ル
バ
イ
ト
の
面
接
試
験
に

も
役
立
つ
授
業
で
す
。
思
わ
ぬ

自
己
発
見
が
で
き
る
の
で
、
ぜ

ひ
受
講
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
部
長　

　

吉
山　

辰
之
）

　

旅
行
と
い
う
目
に
見
え
な
い

〝
時
間
〞
に
は
人
の
人
生
を
変

え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　

私
が
そ
の
ひ
と
り
で
あ
り
、

修
学
旅
行
で
巡
り
会
っ
た
添
乗

員
の
方
た
ち
の
姿
に
い
つ
し
か

憧
れ
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

　

形
あ
る
も
の
は
壊
れ
ま
す

が
、
思
い
出
と
い
う
も
の
は
一

生
取
り
出
し
て
懐
か
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
楽
し
く
懐
か
し

い
修
学
旅
行
を
昨
日
の
よ
う
に

思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
い
う
旅
行
会
社

の
お
か
げ
で
し
た
。

　

旅
行
と
い
う
、
人
に
と
っ
て

幸
せ
な
瞬
間
に
携
わ
り
、「
あ

り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
る
仕
事

が
で
き
る
。
私
に
と
っ
て
こ
ん

な
幸
せ
な
仕
事
は
他
に
あ
り
ま

せ
ん
。
今
度
は
、
私
が
旅
行
と

い
う
舞
台
で
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
人
生
を
変
え
る
、
記
憶

に
残
る
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
し

た
い
。

　

こ
れ
が
大
学
に
入
学
し
て
か

ら
ず
っ
と
自
分
の
中
で
描
き
続

け
て
き
た
夢
で
し
た
。

　

就
職
活
動
中
、
旅
行
業
界
の

選
考
が
始
ま
る
前
に
他
業
界
の

68
社
の
説
明
会
や
選
考
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
目
的
は
当
初
、
単
に
場

数
を
踏
ん
で
面
接
に
慣
れ
て
お

き
た
い
と
い
う
だ
け
で
し
た

が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
数
社

か
ら
内
定
を
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
誰
に
も
負
け
な
い
と
自
負

し
て
い
た
旅
行
業
界
へ
の
強
い

憧
れ
は
不
思
議
と
薄
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
父
に
「
若

い
う
ち
か
ら
目
先
の
カ
ネ
を
追

い
か
け
る
な
、
自
然
と
後
か
ら

つ
い
て
く
る
。
そ
ん
な
こ
と
よ

り
も
人
に
あ
り
が
と
う
と
言
わ

れ
る
仕
事
を
し
ろ
」
と
叱
咤
さ

れ
ま
し
た
。

　

私
は
多
く
の
会
社
を
見
て
い

る
う
ち
に
、
知
ら
ず
と
何
を
や

り
た
い
か
と
い
う
こ
と
よ
り

も
、
会
社
に
入
っ
て
か
ら
の
目

先
の
初
任
給
や
年
収
の
背
比
べ

を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

父
の
言
葉
が
、
か
ね
て
か
ら

抱
い
て
き
た
旅
行
業
界
へ
の
強

い
憧
れ
を
再
び
後
押
し
し
て
く

れ
た
の
で
す
。

　

就
職
活
動
で
私
か
ら
み
な
さ

ん
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
入
社

し
て
実
現
し
た
い
と
思
う
具
体

的
な
企
画
を
面
接
の
場
で
言
う

こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
自
分
の
志
望
す

る
会
社
や
そ
の
業
界
で
ま
だ
存

在
し
て
い
な
い
実
現
可
能
な
企

画
を
練
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、
も
は
や
周
り
は
敵

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
学
名
で
学
生
を
採
用
す
る

企
業
に
落
と
さ
れ
た
と
し
て

も
、
会
社
に
選
ば
れ
る
よ
り
も

会
社
を
選
ぶ
方
が
私
は
幸
せ
な

人
生
だ
と
思
い
ま
す
。

（
自
由
ケ
丘
学
園
高
等
学
校
出

身
）

自
分
の
企
画
を

Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏

 

広
瀬
啓
太
さ
ん
（
平
成
20
年
3
月
文
学
部
文
学
科
卒
）

が
ん
ば
れ
立
正
、
が
ん
ば
ろ
う
立
正
！

　

ゼ
ミ
の
Ｎ
先
生
に
は
め
ら
れ

て
、
昨
年
の
卒
業
式
で
送
辞
を

読
ま
さ
れ
た
、
も
と
い
、
読
ま

せ
て
い
た
だ
い
た
。
誰
も
い
な

い
教
室
で
先
生
や
ゼ
ミ
生
と
予

行
演
習
ま
で
や
っ
た
（
先
生
が

一
番
楽
し
そ
う
だ
っ
た
）。
送

辞
の
最
後
、
会
場
に
向
か
っ
て

拳
を
突
き
上
げ
な
が
ら
「
が
ん

ば
れ
立
正
、
が
ん
ば
ろ
う
立

正
！
」
と
２
回
繰
り
返
し
て
結

ん
だ
。場
内
は
拍
手
に
包
ま
れ
、

学
内
で
結
構
評
判
・
話
題
に

な
っ
た
ら
し
い
。

　

そ
の
せ
い
か
、
私
は
こ
う
し

て
原
稿
を
書
く
こ
と
に
。
私
の

経
歴
や
現
在
の
状
況
を
知
る
こ

と
が
、
後
輩
た
ち
の
励
み
に
な

れ
ば
と
願
い
筆
を
と
っ
た
。

　

私
は
現
在
27
歳
で
、
世
間
的

に
み
れ
ば
遠
回
り
の
人
生
で
あ

る
。
中
学
の
終
わ
り
か
ら
○
○

族
に
入
っ
て
夜
の
ま
ち
の
〝
パ

ト
ロ
ー
ル
〞に
取
り
組
ん
だ
し
、

京
都
で
板
前
も
し
た
。
夜
間
高

校
を
卒
業
後
、
立
正
大
学
法
学

部
に
入
学
し
た
時
は
既
に
23
歳

だ
っ
た
。

　

そ
れ
ら
は
自
分
で
意
味
の

あ
っ
た
経
験
だ
と
思
う
し
、
そ

の
す
べ
て
が
今
の
自
分
を
構
成

し
て
い
る
。
そ
ん
な
私
が
、
現

在
当
た
り
前
の
よ
う
に
一
日
10

時
間
以
上
勉
強
し
、
在
学
中
に

宅
建
や
行
政
書
士
に
も
合
格
し

た
。
さ
ら
に
今
年
は
合
格
率

３
％
未
満
と
い
う
司
法
書
士
試

験
に
、
再
度
挑
戦
の
予
定
だ
。

　

今
は
目
標
の
あ
る
日
々
で
あ

る
が
、
入
学
時
か
ら
の
目
標
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

１
年
次
は
、
授
業
の
な
い
日
は

バ
イ
ト
に
費
や
し
、
勉
強
は
し

て
い
な
か
っ
た
。
勉
強
を
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
２
年

次
に
学
部
の
推
進
し
て
い
た
宅

建
だ
っ
た
。
私
に
と
っ
て
勉
強

は
退
屈
な
も
の
で
、
最
初
の
う

ち
は
１
時
間
も
す
る
と
眠
く

な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
勉
強
す

る
と
決
め
た
時
間
だ
け
は
机
の

前
に
い
る
こ
と
を
心
が
け
、
毎

日
勉
強
す
る
こ
と
で
集
中
力
も

勉
強
時
間
も
増
し
、
宅
建
合
格

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

私
が
大
学
生
活
で
命
題
と
し

た
の
は
、
い
か
に
「
学
生
ら
し

く
」
生
活
で
き
る
か
、
と
い
う

こ
と
だ
。
今
あ
る
自
分
の
状
況

を
把
握
し
、
将
来
目
標
と
す
る

自
分
を
目
指
す
た
め
に
は
、
学

生
の
う
ち
に
経
験
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
「
今
」
経
験

す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
自
分
の
目

標
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
実
現
さ

せ
る
た
め
の
一
歩
に
な
る
の
だ

と
思
う
。
そ
し
て
、
誰
に
で
も

そ
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
し
、
本

学
の
法
学
部
に
は
そ
の
た
め
の

用
意
が
あ
る
。

　

新
入
生
の
中
に
は
「
何
を

や
っ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」
と

か
「
目
標
が
な
い
」
と
い
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
私
で

も
目
標
が
見
つ
か
り
、
新
し
い

自
分
を
発
見
し
、
最
高
の
４
年

間
を
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
み
ん
な
に
で
き
な
い
は
ず

は
な
い
」―
―
こ
こ
で
成
長
し
、

目
標
と
す
る
自
分
を
あ
き
ら
め

な
い
で
ほ
し
い
。

昨年の卒業式「送辞」の結び➡

23歳で入学、目標発見
日々勉強、資格を次々

（平成20年３月法学部卒業）

吉野　哲史さん

２００８年度　オープンキャンパス開催日程
スタート
オープン
キャンパス

夏のオープンキャンパス
秋のオープンキャンパス
入試対策シリーズ

大　崎
キャンパス 6 / 15(日) 7 / 27(日) 8 / 23(土) 8 / 24(日) 9 / 21(日) 11 / 2(日) 11 / 30(日)

熊　谷
キャンパス

6 / 15(日) 8 / 3(日) 8 / 17(日) 9 / 28(日) 11 / 3(祝) 11 / 30(日)

大学の資料、模擬授業や相談コーナーなど
立正大学で学べる分野をリアルに体験しよう！
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ボリビアで 探検部・古田佳秀

ド
イ
ツ
・　

ブ
レ
ー
メ
ン　

改
め
て
日
本
を
知
る

夏
期
海
外
個
人
研
修　
経
営
学
部
4
年
・
佐
藤
み
ら
い

　

南
米
大
陸
に
太
古
の
昔
か
ら

語
り
継
が
れ
て
き
た
伝
説
が
あ

る
。
ア
ン
デ
ス
と
ア
マ
ゾ
ン
を

つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
は
南
米
各
地

に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
と
い

う
謎
の
古
代
ト
ン
ネ
ル
だ
。
そ

の
ト
ン
ネ
ル
は
数
10
㌔
以
上
の

巨
大
な
も
の
で
、
そ
こ
に
は
未

確
認
の
文
明
が
存
在
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

建
設
年
代
は
、
５
百
年
前
の

イ
ン
カ
文
明
時

代
と
い
う
の
が

通
説
だ
が
、
何

万
年
前
も
前
に

作
ら
れ
た
超
古
代
文
明
の
名
残

と
い
う
説
も
あ
る
。
実
態
は
今

も
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

昨
年
夏
、
こ
の
古
代
ト
ン
ネ

ル
の
存
在
を
確
か
め
る
た
め
、

複
数
の
大
学
探
検
部
に
よ
り
結

成
さ
れ
た
遠
征
隊
が
、
ボ
リ
ビ

ア
共
和
国
へ
調
査
に
行
っ
た
。

法
政
大
学
・
川
上
浩
司
（
４
年
）

の
も
と
、
静
岡
大
学
・
北
川
和

樹
（
３
年
）
と
西
脇
大
喜
（
２

年
）、
立
正
大
学
か
ら
は
私
が

名
乗
り
を
上
げ
た
。

　

準
備
か
ら
難
航
す
る
道
の
り

だ
っ
た
。
大
学
を
超
え
た
探
検

部
の
遠
征
隊
な
の
で
、
会
う
だ

け
で
も
非
常
に
手
間
が
か
か
っ

た
。
安
全
対
策
や
探
検
に
対
す

る
価
値
観
の
違
い
も
大
き
く
、

夜
通
し
何
度
も
議
論
し
て
ゼ
ロ

か
ら
築
き
上
げ
て
い
っ
た
。

　

出
国
当
日
、
成
田
空
港
に
応

援
し
て
く
れ
た
仲
間
が
駆
け
つ

け
て
く
れ
た
。
期
待
と
激
励
を

胸
に
、
遠
征
隊
は
ア
マ
ゾ
ン
の

奥
地
へ
と
踏
み
込
ん
だ
。

　

現
地
ガ
イ
ド
を
４
人
雇
い
、

サ
ン
ホ
セ
と
い
う
村
か
ら
出

発
。
食
糧
と
装
備
を
詰
め
た
25

㌔
の
ザ
ッ
ク
を
背
負
い
、
高
温

多
湿
の
険
し
い
山
道
を
歩
く
過

酷
な
日
々
。
熱
帯
雨
林
に
潜
む

蝿
や
蟻
な
ど
大
量
の
昆
虫
。
感

覚
が
無
く
な
る
ほ
ど
刺
さ
れ
、

噛
ま
れ
た
。
心
身
共
に
限
界
を

感
じ
つ
つ
も
、
現
地
ガ
イ
ド
の

明
る
さ
に
救
わ
れ
た
。

　

立
正
大
学
で
は
、ア
メ
リ
カ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
か

ら
交
換
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。

　

期
間
中
に
留
学
生
の
手
伝
い

を
す
る
学
生
を
「
フ
ェ
ロ
ー
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
（
通
称
フ
ェ

ロ
ー
）」
と
い
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ロ
ー
の
学
生
は
、
歓
迎

会
・
名
所
案
内
・
日
本
語
授
業 クラスメイトと（中央が筆者）

留
学
生
と
フ
ェ
ロ
ー
た
ち

モ
ホ
ス
の
ト
ン
ネ
ル
を
調
査
す
る
筆
者

　

昨
年
、
ド
イ
ツ
の
ブ
レ
ー
メ

ン
大
学
の
経
営
学
サ
マ
ー
コ
ー

ス
を
１
カ
月
間
受
講
し
た
。

　

ブ
レ
ー
メ
ン
大
学
が
外
国
人

学
生
向
け
に
開
講
し
た
コ
ー
ス

で
ロ
シ
ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー

マ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
各
国
の
学
生

で
編
成
さ
れ
て
い
た
。
20
人
の

ク
ラ
ス
の
中
で
ア
ジ
ア
人
は
私

１
人
だ
が
、
留
学
生
同
士
す
ぐ

に
仲
良
く
な
れ
た
。

　

そ
こ
で
管
理
論
、
金
融
論
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
法
学
な
ど

の
基
本
的
な
科
目
の
ほ
か
に
ス

ピ
ー
チ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
異

文
化
組
織
論
な
ど
、
文
化
が
融

合
し
て
成
り
立
つ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ら
で
は
の
授
業
を
受
け
た
。

　

痛
烈
に
日
本
と
の
違
い
を
感

じ
た
の
は
討
論
で
あ
る
。
授
業

で
は
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た

テ
ー
マ
を
討
論
す
る

こ
と
が
多
く
、
熱
が

入
る
と
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
た
ち
は
人
の
話
を

聞
か
な
く
な
り
、
自

分
の
主
張
を
通
そ
う

と
す
る
。
授
業
中
に

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

す
る
経
験
が
な
い
私

は
ハ
ン
デ
を
痛
感
し

た
。

　

国
際
競
争
論
の
授

業
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進

む
現
代
で
世
界
を
相

手
に
ど
う
戦
っ
て
い

く
か
、
ま
た
異
な
る

文
化
を
持
つ
人
間
が

混
在
す
る
組
織
を
ど

う
動
か
し
て
い
く
か

が
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

欧
州
の
学
生
は
他

人
に
同
調
す
る
こ
と

が
少
な
い
。
そ
れ
に
加
え
ク
ラ

ス
の
共
通
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
語

が
母
国
語
で
は
な
い
た
め
、
ク

アマゾン奥地の熱帯雨林で

古田君らの探検記が大特集で掲載された「ムー」
　

歩
き
始
め
て
１
週
間
。
最
初

の
目
的
地
ワ
ラ
フ
フ
に
到
着
。

そ
こ
で
横
９
・
３
㍍
、
高
さ
２
・

２
㍍
に
開
け
た
ト
ン
ネ
ル
を
目

の
あ
た
り
に
し
た
。
大
規
模
崩

落
の
形
跡
が
残
る
洞
内
。
コ
ウ

モ
リ
が
頭
上
を
飛
び
交
う
中
、

地
道
な
測
量
と
洞
穴
探
索
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
岩
陰
に
不

自
然
な
正
三
角
形
の
抜
け
穴
を

発
見
し
た
。

　

し
か
し
、
抜
け
穴
の
奥
の
空

間
は
徐
々
に
狭
く
な
り
、
抜
け

穴
の
先
に
見
え
る
広
間
に
は
辿

り
着
け
な
か
っ
た
。
食
糧
が
底

を
尽
き
始
め
た
こ
と
も
あ
り
、

調
査
日
の
翌
日
、
撤
退
を
決
意

し
た
。

　

現
地
ガ
イ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ

の
地
域
に
は
大
規
模
な
ト
ン
ネ

ル
に
つ
な
が
る
洞
窟
が
存
在
し

て
い
る
。
崩
落
前
は
そ
の
ト
ン

ネ
ル
と
つ
な
が
る
道
が
存
在
し

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

次
な
る
目
的
地
モ
ホ
ス
に
向

か
う
た
め
新
た
に
現
地
ガ
イ
ド

を
２
人
雇
っ
た
。
再
び
熱
帯
雨

林
を
歩
き
続
け
た
。
あ
る
朝
、

雲
の
中
か
ら
突
然
村
が
姿
を
現

し
た
。
秘
境
モ
ホ
ス
だ
。
土
で

作
ら
れ
た
家
か
ら
は
、
子
供
た

ち
が
静
謐
な
眼
差
し
で
こ
ち
ら

を
覗
く
が
、
カ
メ
ラ
を
向
け
る

と
一
目
散
に
逃
げ
る
。
時
間
の

感
覚
を
忘
れ
る
ほ
ど
、
音
が
聞

こ
え
な
い
場
所
だ
っ
た
。

　

山
の
急
坂
を
下
っ
た
川
沿
い

に
無
数
の
ト
ン
ネ
ル
群
を
発
見

し
た
。
洞
内
は
不
思
議
な
こ
と

に
、
人
工
的
な
石
垣
が
ト
ン
ネ

ル
を
支
え
て
い
た
。
洞
壁
に
は

人
工
的
な
削
り
跡
が
沢
山
残
っ

て
い
る
。
明
ら
か
に
人
の
手
で

掘
ら
れ
た
古
代
ト
ン
ネ
ル
の
発

見
だ
っ
た
。

　

短
時
間
の
限
ら
れ
た
調
査
活

動
の
中
、
我
々
は
予
想
を
超
え

た
成
果
に
喜
ん
だ
。
巨
大
ト
ン

ネ
ル
こ
そ
発
見
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
伝
説
の
実
在
に
確
か
な

手
応
え
を
感
じ
た
。

　

こ
の
活
動
は
雑
誌
『
ム
ー
』

（
２
０
０
８
年
２
月
号
学
習
研

究
社
発
行
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

世
界
に
は
未
発
見
の
遺
跡
が

あ
り
、
秘
境
の
奥
深
く
で
、
誰

か
が
訪
れ
る
日
を
待
っ
て
い
る

と
強
く
実
感
す
る
出
来
事
で

あ
っ
た
。

（
心
理
学
部
３
年
＝
埼
玉
県
立

坂
戸
高
校
出
身
）

ラ
ス
メ
イ
ト
同
士
に
言
葉
の
微

妙
な
ズ
レ
が
あ
っ
た
。
私
が
ド

イ
ツ
語
で
説
明
し
て
も
相
手
に

伝
え
き
れ
な
い
部
分
が
残
り
、

歯
が
ゆ
い
思
い
が
募
っ
た
。

　

あ
る
授
業
で
初
対
面
の
ア
メ

リ
カ
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
、
フ
ラ
ン

ス
人
、
ド
イ
ツ
人
、
メ
キ
シ
コ

人
が
ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲

ん
で
会
議
を
す
る
と
い
う
ビ
デ

オ
を
鑑
賞
し
た
。
各
人
が
少
し

も
相
手
に
譲
歩
す
る
姿
勢
を
見

せ
な
い
と
い
う
も
の
だ
。

　

先
生
が
一
人
ひ
と
り
に
感
想

を
聞
い
た
の
で
、
私
は
チ
ャ
ン
ス

だ
と
思
い
「
日
本
人
は
国
際
的

な
場
で
は
口
を
つ
ぐ
ん
で
し
ま

う
傾
向
に
あ
り
、
私
自
身
も
こ

の
ク
ラ
ス
で
戸
惑
っ
て
い
る
。
日

本
人
は
相
手
の
話
を
聞
き
、
相

手
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
も

大
切
だ
と
考
え
る
か
ら
だ
」
と

伝
え
た
。

　

す
る
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち

は
私
の
意
見
を
否
定
せ
ず
に
、

文
化
の
違
い
に
興
味
を
示
し「
前

よ
り
日
本
の
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

と
い
う
優
し
い
言
葉
を
か
け
て

く
れ
た
。「
討
論
の
時
、
あ
な
た

が
発
言
し
や
す
い
よ
う
に
私
た

ち
も
気
を
配
ろ
う
」
と
提
案
も

し
て
く
れ
た
。
翌
日
か
ら
は
私

の
発
言
に
み
ん
な
が
耳
を
傾
け

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
先
生
方
は
留
学
生
た

ち
の
価
値
観
や
各
々
の
出
身
国

の
情
勢
に
関
心
が
強
く
、
ど
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
「
君
の
国
で

は
ど
う
で
す
か
」
と
ク
ラ
ス
の

誰
か
を
指
し
て
質
問
し
た
。

　

経
営
学
の
２
日
目
、
私
が
発

言
し
た
時
「
君
は
日
本
人
だ
ね
。

昨
日
は
発
言
し
な
か
っ
た
が
、

今
日
は
討
論
に
参
加
し
て
い
る
。

日
本
人
は
周
り
の
状
況
を
聞
い

て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
心
を
開
く
」

と
言
わ
れ
た
。

　

別
の
先
生
に
は
「
日
本
人
は

海
外
か
ら
取
引
先
を
招
い
て
関

係
の
な
い
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
、

忘
れ
た
頃
に
本
来
の
目
的
で
あ

る
交
渉
を
始
め
る
」
等
、
日
本

の
接
待
文
化
を
指
摘
さ
れ
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
た
ち
は
、
突

然
の
質
問
を
受
け
て
も
臆
す
る

こ
と
な
く
瞬
時
に
自
分
の
国
の

こ
と
を
説
明
で
き
る
。
そ
し
て

自
分
た
ち
の
周
辺
国
の
情
勢
に

と
て
も
詳
し
か
っ
た
。

　

自
分
と
同
い
年
の
人
た
ち
の

毅
然
と
し
た
姿
を
目
の
あ
た
り

に
し
、
改
め
て
日
本
を
知
り
、

外
国
を
意
識
す
る
刺
激
的
な
体

験
と
な
っ
た
。

　

学
生
時
代
に
外
国
で
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
各
国
の
学
生
た
ち

と
出
会
い
、
そ
れ
ま
で
自
分
が

意
識
し
な
か
っ
た
国
や
文
化
を

知
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

ブ
レ
ー
メ
ン
で
の
日
々
は
楽
し
い

思
い
出
ば
か
り
だ
。

（
実
践
学
園
高
等
学
校
出
身
）









◆ 

夏
期
海
外
個
人
研
修
は
、
海

外
で
自
主
的
な
調
査
・
研
究

を
行
う
学
生
に
対
す
る
助
成

制
度
で
す
。
詳
細
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

フ
ェ
ロ
ー
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
に
参
加
を

の
手
伝
い
・
買
い
物
・
食
事
な

ど
を
通
し
て
留
学
生
と
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
部
や
学
年
を
超
え

て
お
互
い
協
力
し
合
う
の
で
、

外
国
人
と
話
を
し
た
こ
と
が
な

い
方
、
英
会
話
・
韓
国
語
等
に

自
信
が
な
い
方
で
も
問
題
あ
り

ま
せ
ん
。

　

自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も

合
わ
せ
て
活
動
で
き
る
の
で
、

忙
し
い
人
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。
他
国
の
文
化
・
風
習

を
知
る
こ
と
は
、
貴
重
な
経
験

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
１
号
館

の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

で
お
越
し
下
さ
い
。

（
フ
ェ
ロ
ー
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

経
営
学
部
３
年
坂
本
麻
里
子
）

自分の主張通す欧州などの学生

イ
ン
カ
時
代
か

数
万
年
前
か　
　

洞
内
に
人
工
石
垣

謎の古代トンネルを探る謎の古代トンネルを探る
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関
東
１
部
復
帰
へ
ラ
グ

ビ
ー

関東２部昇格を サッ
カー 三國龍大（法１年）落司雄紀（法１年）関本憲太郎（法１年）

▲迫力あるランで前進

注目の選手たち（左から）南昌輝（法２年）近藤亮介（法３年）神野達哉（法３年）
早見龍成（法２年）津田導（法４年）

▲果敢なドリブル突破

◆
歴
史　

昭
和
52
年
設
立
。
創

設
当
初
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
と

フ
ィ
ギ
ュ
ア
部
門
が
存
在
し
て

い
た
の
で
「
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

部
」
の
名
称
が
つ
け
ら
れ
た
。

◆
拝
見
録　

ホ
ッ
ケ
ー
の
魅
力

は
‘coolest of the w

orld

’

と
い
わ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
感
に
あ

る
と
い
う
。
先

輩
の
試
合
を

見
学
し
、
大
学

か
ら
始
め
た

と
い
う
部
員

が
９
割
。「
そ

の
迫
力
は
試
合
を
見
て
く
だ
さ

い
」
と
部
員
た
ち
は
語
る
。

　

現
在
は
ホ
ッ
ケ
ー
部
門
の
み

の
活
動
だ
が
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
部

門
も
復
活
の
兆
し
が
あ
る
と
の

こ
と
。

◆
部
室
の
特
徴　

体
育
会
の
イ

メ
ー
ジ
「
暗
い
、
キ
ツ
イ
、
恐

い
」
は
な
く
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
通

し
て
仲
間
に
な
れ
る
場
所
。

◆
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
モ
ノ

パ
ッ
ク
と
ス
テ
ィ
ッ
ク
。

（
主
将
・
地
球
環
境
科
学
部
４

年
福
本
將
＝
成
立
学
園
高
等
学

校
出
身
）

管弦楽団
12
月
の
定
期
演
奏
会
が
最
大
の
見
せ
場

　

戦
国
東
都
と
い
わ
れ
全
国
一

の
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
あ
る
東
都
大

学
野
球
リ
ー
グ
。
そ
の
１
部
に

お
い
て
本
学
は
秋
季
４
位
、
い

よ
い
よ
念
願

の
初
優
勝
を

狙
う
好
位
置

に
つ
け
た
。

　

卒
業
生
で

は
主
砲
の
田

中
慎
太
朗
が

阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
は
じ

め
て
と
な
る

育
成
選
手
指

名
を
受
け
順

調
に
キ
ャ
ン

プ
入
り
。
ま

た
、
活
躍
す

る
プ
ロ
野
球

選
手
で
は
西

口
文
也
投
手

（
埼
玉
西
武

ラ
イ
オ
ン

ズ
）、
武
田

勝
投
手
（
北

海
道
日
本
ハ

ム
・
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
）、

金
剛
弘
樹
投

手
（
中
日
ド

ラ
ゴ
ン
ズ
）

が
、
あ
る
い

は
社
会
人
野

球
に
は
Ｍ
Ｖ

Ｐ
の
林
稔
幸

外
野
手
（
富

士
重
工
）
な

ど
た
く
さ
ん

の
Ｏ
Ｂ
が
い
る
。

　

昨
秋
は
絶
妙
な
継
投
で
乗
り

切
っ
た
が
今
季
は
頼
り
に
な
る

エ
ー
ス
格
が
複
数
ほ
し
い
。
な

か
で
も
左
腕
津
田
（
広
陵
）、

右
腕
菅
井
（
中
央
学
院
）、
豪

速
球
の
南
（
県
和
歌
山
商
）、

木
田（
宇
治
山
田
商
）、中
川（
白

樺
学
園
）ら
に
期
待
が
か
か
る
。

　

打
線
で
は
赤
堀
（
掛
川
西
）、

神
野
（
埼
玉
栄
）、越
前
（
横
浜
）

が
中
心
の
強
打
に
黒
葛
原
（
横

浜
）、
近
藤
亮
（
大
宮
西
）、
早

見
（
平
塚
学
園
）
な
ど
の
機
動

力
が
加
わ
る
。

　

新
人
選
手
は
甲
子
園
に
出
場

シ
リ
ー
ズ

文
・
写
真　

岩
瀬
孝
文
＝
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

 

（
立
正
大
ア
メ
フ
ト
部
監
督
）

　

立
正
大
学
の
管
弦
楽
団
は

１
９
８
９
（
平
成
元
年
）
に
創

設
さ
れ
た
学
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
サ
ー
ク
ル

で
す
。「
管
・
弦
・

打
楽
器
か
ら
な

る
管
弦
楽
曲
を
初
心
者
も
経
験

者
も
楽
し
く
演
奏
し
よ
う
」
と

い
う
趣
旨
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

管
弦
楽
団
と
い
う
と
「
強
烈

な
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
マ
ニ
ア
」

と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や

デ
ィ
ズ
ニ
ー
好
き
、
秋
葉
系
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
人
が

学
部
や
学
年
を
越
え
て
美
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
演
奏
す
る
た
め

に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

平
日
は
大
崎
・
熊
谷
の
各

キ
ャ
ン
パ
ス
に
分
か
れ
て
練
習

を
し
て
い
ま
す

が
、
日
曜
日
や

長
期
休
暇
中

は
、
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
で
合
同

練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
夏
季

休
暇
中
に
は
山

梨
県
の
西
湖
で

４
泊
５
日
の
合

宿
を
行
い
ま
し

た
。
存
分
に
練

習
を
し
、
休
憩

時
間
は
西
湖
へ

散
歩
に
出
か
け

ク
ラ
シ
ッ
ク
魂

を
高
揚
さ
せ
て

い
ま
す
。

演奏するカワカミキネンオーケストラの演奏

カワカミキネンオーケストラ
初代団員から現役まで

野　
　球　　 目指せ 東都初優勝!　　 目指せ 東都初優勝!

秋
季
4
位
…
好
位
置
に

し
た
落
司
（
横
浜
）、立
木
（
桐

光
学
園
）、近
藤
龍（
青
森
山
田
）

三
國
（
智
弁
学
園
）、関
本
（
平

安
）
な
ど
20
余
名
に
な
る
。

　

２
月
に
は
四
国
高
松
で
約
３

週
間
の
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
、

仕
上
が
り
も
上
々
。
春
の
開
幕

は
４
月
上
旬
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

と
と
も
に
神
宮
球
場
で
校
歌
を

奏
で
よ
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
部
は
残
念
な
２
部

降
格
だ
っ
た
が
、
有
望
な
新
入

部
員
を
迎
え
て
、
密
度
の
濃
い

練
習
と
春
季
オ
ー
プ
ン
戦
を
こ

な
し
て
い
る
。
こ
の
秋
す
ぐ
に

で
も
関
東
リ
ー
グ
戦
１
部
復
帰

を
果
た
し
た
い
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
昨
年
冬
の
新

人
大
会
で
は
若
さ
の
勢
い
と
気

迫
で
決
勝
へ
進
出
、
こ
れ
を

ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
技
術
向
上
に

余
念
が
な
い
。
早
い
時
期
で
の

関
東
２
部
昇
格
が
望
ま
れ
る
。

4 月15日（火） 立 正 大 学 13：00 日 本 大 学
4 月16日（水） 日 本 大 学 10：30 立 正 大 学
4 月22日（火） 東 洋 大 学 12：00 立 正 大 学
4 月23日（水） 立 正 大 学 14：30 東 洋 大 学
5 月 6 日（火） 立 正 大 学 14：30 青山学院大学
5 月 7 日（水） 青山学院大学 12：00 立 正 大 学
5 月13日（火） 亜細亜大学 13：00 立 正 大 学
5 月14日（水） 立 正 大 学 10：30 亜細亜大学
5 月20日（火） 駒 沢 大 学 12：00 立 正 大 学
5 月21日（水） 立 正 大 学 14：30 駒 沢 大 学

日程は変更される場合があります
東都大学野球連盟HＰ（http://www.tohto-bbl.com/）

東都大学野球１部　　　　　　　　
春季リーグ戦日程表（神宮球場）　

　

練
習
の
成
果
は
、
新
入
生
歓

迎
演
奏
会
の
ほ
か
、
立
正
中
・

高
合
同
演
奏
会
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
で
披
露
し
て
い
ま
す
が
、
毎

年
12
月
に
開
催
す
る
定
期
演
奏

会
が
最
大
の
見
せ
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
第
15
回
定
期

演
奏
会
で
は
、『
の
だ
め
カ
ン

タ
ー
ビ
レ
』
で
お
馴
染
み
の

「
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
７

番
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
創
設
20
年
を
迎
え
、

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
先
輩
方
と
の
絆

も
強
い
の
で
す
。
平
成
18
年
に

亡
く
な
ら
れ
た
顧
問
の
川
上
義

雄
先
生
を
偲
ん
で
、
初
代
団
員

の
卒
業
生
か
ら
現
役
学
生
を
合

わ
せ
て
結
成
し
た
カ
ワ
カ
ミ
キ

ネ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
は
、
多
く
の
方
が
来

場
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

昨
今
、
暗
い
悲
惨
な
ニ
ュ
ー

ス
ば
か
り
が
世
界
を
喧
騒
に
巻

き
込
ん
で
い
ま

す
が
、
管
弦
楽

団
で
愛
と
平
和

の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
世
界
に
響

か
せ
ま
せ
ん
か
。

（
地
球
環
境
科
学
部
３
年
斉
藤

真
海
＝
埼
玉
県
立
川
越
西
高
等

学
校
出
身
）

迫
力
溢
れ
る

ス
ピ
ー
ド
感

受け継がれる宝物

伝統の看板を囲んで（熊谷キャンパス部室）
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法学部３年

渋谷　映治さん（てんびん座）
♢趣　味…ピアノと水泳♢
〈埼玉県立桶川高等学校〉
☆ 子供の頃の夢…水泳選手。

☆ 将来の夢…法律を勉強することで、困っている人たちを助けら
れるようになりたい。

撮
影
す
る
現
代
写
真
研
究
部
員
の
画
面

　

安
達
ゼ
ミ
は
「
家
族
福
祉
」

を
専
門
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
前
期
は
『
家
族
依
存

症
』、『「
家
族
」
と
い
う
名
の

孤
独
』を
テ
キ
ス
ト
に
し
て「
考

え
方
や
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
は

一
つ
だ
け
で
は
な
い
。
何
ご
と

も
多
方
面
か
ら
捉
え
る
こ
と
が

　

立
正
大
学
の
現
代
写
真
研
究

部
が
品
川
区
広
報
番
組
『
し
な

が
わ
の
チ
カ
ラ
』「
フ
ァ
イ
ン

ダ
ー
が
見
つ
め
る
し
な
が
わ
」

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
品
川
）
に

出
演
し
た
。

　

番
組
で
は
、
品
川
に
縁
の
あ

る
３
人
の
写
真
家
、
中
村
立
行

氏
（
戦
後
の
造
形
的
裸
婦
像
の

先
が
け
）、
長
野
重
一
氏
（
映

画
『
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
撮

影
）、
中
野
正
貴
氏
（
第
30
回

木
村
伊
兵
衛
写
真
賞
受
賞
）
の

3
氏
が
撮
影
し
た
戦
前
か
ら
現

在
ま
で
の
品
川
の
姿
を
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
。

　

同
時
に
、
未
来
を
映
し
出
す

若
者
の
視
点
か
ら
、
現
代
写
真

研
究
部
の
部
員
ら
が
荏
原
町
商

店
街
や
品
川
区
民
公
園
を
撮

影
、
部
員
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
や

作
品
が
紹
介
さ
れ
た
。　

　

中
野
氏
の
指
導
を
受
け
た
工

藤
文
昭
さ
ん
（
仏
教
４
年
）
は

「
こ
れ
か
ら
は
自
分
が
撮
影
し

た
い
写
真
で
は
な
く
、
何
か
を

伝
え
ら
れ
る
写
真
を
撮
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

ほ
か
に
渡
辺
直
応
さ
ん
（
仏

教
４
年
）、桑
原
侑
希
さ
ん
（
文

哲
４
年
）
が
出
演
し
、
１
月
の

毎
週
木
曜
日
に
１
日
６
回
放
映

さ
れ
た
。

大
切
」
と
い
う

先
生
の
指
導
の

も
と
、
現
代
家

族
が
抱
え
て
い

る
諸
問
題
（
ア

ル
コ
ー
ル
依
存

症
、
食
事
依
存

症
、
仕
事
依
存

症
、
Ｄ
Ｖ
、
虐

待
、
引
き
こ
も

り
）を
分
析
し
、

支
援
す
る
方
法

論
な
ど
を
追
求

し
て
い
き
ま
し

た
。

　

後
期
は
前
期

の
学
習
を
生
か
し
、
個
人
で
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

ゼ
ミ
論
と
し
て
仕
上
げ
ま
し

た
。

　

今
後
、
私
た
ち
４
年
生
は
、

残
さ
れ
た
１
年
間
で
研
究
テ
ー

マ
を
深
め
、
先
生
に
鍛
え
ら
れ

な
が
ら
、
卒
論
を
完
成
さ
せ
ま

す
。

　

先
生
の
魅
力
は
〝
励
ま
し
＋

現
実
告
知
〞
に
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
学
生
の
「
就
職
は

じ
っ
く
り
考
え
た
い
」
と
い
う

意
思
に
対
し
て
「
大
切
な
こ
と

だ
し
、
時
間
も
あ
る
し
、
し
っ

か
り
考
え
て
い
い
と
思
う
。
で

も
、
ゆ
っ
く
り
考
え
す
ぎ
て
乗

り
遅
れ
な
い
で
ね
」
と
い
う
よ

う
に
、
励
ま
し
だ
け
で
は
終
わ

ら
な
い
現
実
的
な
意
見
を
く
だ

さ
い
ま
す
。

　

授
業
中
や
雑
談
の
中
で
も
、

迷
い
な
く
ス
パ

ッ
と
明
快
な
発

言
を
さ
れ
る
先

生
に
感
謝
す
る

ゼ
ミ
生
で
す
。

　

ゼ
ミ
の
コ
ン

パ
で
結
婚
に
つ

い
て
話
を
し
て

い
た
時
の
「
男

を
見
る
時
は
、

親
を
見
ろ
」
と

い
う
先
生
の
一

言
は
、
女
子
ゼ
ミ
生
の
座
右
の

銘
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
生
は
と
て
も
ス
タ

イ
リ
ッ
シ
ュ
な
方
で
、
洋
服
を

褒
め
る
と
「
で
し
ょ
♡
」
と
笑

う
、
お
ち
ゃ
め
な
一
面
も
あ
り

ま
す
。　

　

正
し
い
こ
と
は
正
し
い
、
間

違
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て

い
る
と
ス
バ
リ
助
言
し
て
く
だ

さ
る
安
達
先
生
の
潔
さ
、
明
快

さ
が
、
我
々
ゼ
ミ
生
は
大
好
き

で
す
。

（

社
会
福
祉
学
部
４
年

根
岸
紀
江
＝
さ
い
た
ま
市
立
大

宮
北
高
等
学
校
出
身）

安達先生を囲んで
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科　

安
達
ゼ
ミ

商
店
街
や
公
園
、
若
者
の
目
で

現
代
写
真

現
代
写
真

　

研
究
部
の

　

研
究
部
の

　

作
品
を
紹
介

　

作
品
を
紹
介

何
か
を
伝
え
る
写
真
を
撮
り
た
い

品川区の広報番組（ケーブルテレビ）

ファインダーが見つめるしながわ

桑原侑希

渡辺直応
渡辺直応

　

前
号
『
夢
を
聞
か
せ
て
』

片
股
千
和
さ
ん
の
出
身
校
は

「
栃
木
県
立
矢
板
東
高
等
学

校
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
ま
す
。

授業で明快に発言される安達映子先生

家
族
が
抱
え
る

諸
問
題
を
追
求

　
　

学
生
た
ち
に
は
い
つ
も

 

　

明
快
で
現
実
的
な
助
言

工藤文昭

工
藤
文
昭



2008年（平成20年）４月１日（16）第101号

２秒で決着！
爽快で楽しい

学生記者、モデル、投稿原稿な
ど学生の皆さんの応募をお待ちし
ております。こちらにメールして
ください。
E-mail pln@ris.ac.jp





































　
「
大
学
生
活
は
友
だ
ち
次

第
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
良
い
友
だ
ち
と
の

出
会
い
＝
充
実
し
た
大
学
時

代
と
い
う
〝
保
証
〞
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
大
学
生
活
に
お

い
て
、
友
だ
ち
は
大
切
な
存

在
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
大
学
は
高
校
ま
で

と
違
い
ク
ラ
ス
単
位
で
行
動

す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
友

だ
ち
を
作
る
こ
と
が
難
し
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

意
外
に
簡
単
に
友
だ
ち
が
で
き

た
り
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
教
室
で
誰
か
と
目

が
合
っ
た
時
、
笑
顔
で
挨
拶
す

る
だ
け
で
、
会
話
の
き
っ
か
け

が
生
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
親
し

く
な
れ
そ
う
な
雰
囲
気
の
人
に

何
か
声
を
か
け
る
…
。

 

き
っ
か
け
が
作
れ
た
ら
共
通

の
話
題
を
振
っ

て
み
る
な
ど
、

相
手
に
対
し
て

壁
を
作
ら
な
け

れ
ば
、
自
然
に

会
話
が
生
ま
れ

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
も
、

自
分
か
ら
声
を
か
け
る
学
生
が

多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
し
、

友
だ
ち
を
作
り
た
い
と
い
う
思

い
は
、
皆
同
じ
で
す
。

　

少
し
だ
け
勇
気
を
出
し
て
、

こ
れ
か
ら
始
ま
る
大
学
生
活
の

中
で
、
素
敵
な
出
会
い
を
た
く

さ
ん
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

（
神
奈
川
県
立
横
浜
南
陵
高
等

学
校
出
身
）

目
が
合
っ
た
ら
笑
顔
で　
経
営
学
部
3
年　

坂
本
麻
里
子
さ
ん

編集／立正大学政策広報課新聞編集係　電話／ 03（3492）5250 ホームページ／ http://www.ris.ac.jp/

◆
世
界
の
柔
道
（
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
）

　

柔
道
は
Ｊ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
と
し
て
世

界
的
に
認
知
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ

だ
。
特
に
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日

本
の
柔
道
登
録
人
口
を
上
回
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

柔
道
部
は
立
正
大
学
の
中
で

も
最
も
古
く
か
ら
あ
る
部
の
一

つ
。
平
成
18
年
度
品
川
区
区
長

杯
に
輝
い
た
成
田
隼
さ
ん
（
経

営
３
年
）
は
「
も
っ
と
柔
道
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
」
と

奮
闘
中
だ
。

◆
高
校
か
ら
柔
道
部
に

　
「
柔
道
は
『
楽
し
い
』
ス
ポ
ー

ツ
で
す
」
と
成
田
さ
ん
。
そ
の

魅
力
は
、
瞬
時
に
試
合
の
決
着

が
つ
く
こ
と
。
小
学
校
で
サ
ッ

カ
ー
部
、
中
学
で
テ
ニ
ス
部
、

高
校
で
柔
道
部
に
所
属
。
試
合

を
２
秒
で
決
め
た
時
の
爽
快
さ

は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
感
じ
ら

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

◆
部
員
は
大
切
な
仲
間

　
「
体
育
会
は
、
厳
し
い
上
下

関
係
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、『
部
員
は
大
切
な
仲

間
』。
部
活
以
外
で
も
、
自
然

に
部
員
た
ち
が
集
ま
っ
て
ワ
イ

ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
勉
強
や
食
事

を
し
た
り
し
ま
す
」

　

個
人
競
技
で
も
あ
り
、
団
体

競
技
で
も
あ
る
柔
道
。
10
人
集

ま
れ
ば
10
通
り
の
志
が
あ
る
。

強
く
な
り
た
い
、
護
身
術
を
身

に
つ
け
た
い
、
警
察
官
志
望
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
の
た
め

に
協
力
し
あ
う
。

◆
頑
張
る
分
、
評
価
さ
れ
る

　

勝
敗
も
重
要
だ
が
「
柔
道
は

ル
ー
ル
を
持
つ
格
闘
技
で
も
あ

る
。
そ
の
基
本
は
武
道
の
〝
品

格
〞を
学
ぶ
こ
と
」。
師
、朋
輩
、

後
輩
に
対
し
て
温
厚
篤
実
で
あ

る
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
男
女
を
問
わ
ず
、
初

心
者
で
も
鍛
錬
す
れ
ば
在
学
中

に
段
を
取
得
す
る
こ
と
が
可

能
。
体
重
別
に
階
級
が
存
在
す

る
の
で
、
精
進
す
れ
ば
体
型
に

関
係
な
く
勝
利
を
味
わ
え
る
。

　
「
頑
張
っ
て
練
習
し
た
人
が

正
当
に
評
価
さ
れ
る
、
そ
れ
が

柔
道
で
す
」

 

（
駒
込
学
園
高
等
学
校
出
身
）

柔道部
成田　隼 さん

クラスは存在しないけれど
さまざまな出会いの場

　

友
だ
ち
が
で
き
た
き
っ
か
け

は
、
回
答
者
２
９
５
人
の
う
ち

１
０
６
人
が
授
業
、オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
72
人
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
54
人
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
40

人
。

　

大
学
に
は
、
高
校
ま
で
と
違

い
ク
ラ
ス
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、

「
入
学
し
た
頃
や
、
２・３
年
の

専
攻
ゼ
ミ
に
よ
っ
て
得
る
友
だ
ち

な
ど
、
多
く
の
き
っ
か
け
が
あ

る
」
と
い
う
回
答
に
見
ら
れ
る

多
い
「
授
業
で
」「
自
分
か
ら
声
か
け
た
」

よ
う
に
、
大
学
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
出
会
い
の
場
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
に
声
を
か
け
た
の
は
、

「
自
分
か
ら
」
が
５
割
、「
相
手

か
ら
」
が
４
割
弱
。
残
り
の
１

割
は
「
い
つ
の
間
に
か
友
だ
ち
に

な
っ
て
い
た
の
で
不
明
」
と
あ
り

ま
し
た
。

　

友
だ
ち
を
作
る
コ
ツ
は
、「
笑

顔
で
積
極
的
に
声
を
か
け
る
」

76
人
、「
共
通
の
話
題
を
み
つ
け

る
」
22
人
、「
気
の
合
い
そ
う
な

雰
囲
気
の
人
を
み
つ
け
る
」13
人
、

「
偏
見
を
持
た
ず
に
誰
に
で
も

心
を
開
く
」
12
人
…
、「
似
た

人
だ
け
で
な
く
自
分
と
違
う
人

と
友
だ
ち
に
な
れ
た
ら
幅
も
広

が
る
」
な
ど
の
回
答
も
。

　

友
だ
ち
の
存
在
は
「
励
ま
し

合
い
頼
り
合
え
る
存
在
」「
恋

人
や
家
族
と
違
っ
た
自
分
の
理

解
者
」
の
他
に
「
気
休
め
に
も

な
る
し
、
と
て
つ
も
な
く
嫌
に
も

な
る
難
し
い
存
在
」
な
ど
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
人
の
身
に
な
っ
て

　
「
そ
の
人
の
身
に
な
っ
て
考
え
、

か
つ
行
え
（
略
）
―
こ
の
こ
と
は

世
に
処
す
る
大
切
な
態
度
で
あ

る
」（
石
橋
湛
山
第
16
代
学
長
）

こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
い
れ

ば
、
友
だ
ち
は
あ
な
た
の
成
長

を
助
け
て
く
れ
る
必
要
不
可
欠

な
存
在
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

友だちを作るコツは？
 （自由回答）

♥笑顔で自分から積極的に
　話しかける 76人

♥共通の話題をみつける 22人
♥気の合いそうな雰囲気の人に
　話しかける 13人

♥偏見を持たずに誰とでも話す 12人
♥相手の話をよく聞き、
　自分も話す 6人

♥恥ずかしがらない 4人
♥ダサい格好は最低限しない 4人
♥目を見て話す 4人
♥挨拶を忘れない 4人
♥無理をせずにありのままの
　自分でいる 3人

声をかけたのは、どちらから？

自分から50％ 相手から49％ 1
%

不明　　 

『友だち』ができた、きっかけ

♥授業 106人
♥オリエンテーションキャンプ 72人
♥クラブ・サークル 54人
♥ガイダンス 40人
♥その他 19人
♥寮(ユニデンス) 4人

大学時
代の

大学時
代の

友だち
とは

友だち
とは

　春は始まりの季節です。友だ
ちとの出会いや作り方を中心
に、立正大生の意見を聞いてみ
ました。（立正大学ホームページ学生
ポータルサイトで、平成19年12月20日

～平成20年１月31日実施。295人の立

正大生が協力）

練習する成田さんたち











